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臨
済
宗
の
回
向
文 

訳
注
（
七
）

 

―
― 

年
分
行
事
（
下
）
の
回
向
文 

―
― 

妙
心
寺
派
教
化
セ
ン
タ
ー 

教
学
研
究
委
員
会

︽
凡
　
例
︾

○
本
訳
注
で
取
り
あ
げ
る
偈
文
と
回
向
文
は
、
主
と
し
て
、
禅
文
化
研
究
所
編
集
『
新
修 

臨
済
宗
勤
行
聖
典
』（
三
巻
、
禅
文
化
研
究
所
・
一

九
九
五
年
。
＊
以
下
「
新
修
」
を
省
く
）
所
掲
の
字
句
に
拠
っ
た
。
書
き
下
し
文
に
つ
い
て
は
、『
諸
回
向
清
規
式
』『
小
叢
林
略
清
規
』
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
主
と
し
て
『
臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
に
見
ら
れ
る
現
行
の
誦
み
方
に
基
づ
い
た
。

○
善
通
寺
所
蔵
本
『
諸
回
向
清
規
式
』（
国
文
学
研
究
資
料
館
・
新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
は
「
善
通
寺
本
」、
禅
文
化
研
究
所
訓

注
・
編
集
の
江
湖
叢
書
『
小
叢
林
略
清
規
』
所
収
の
影
印
本
（
禅
文
化
研
究
所
・
一
九
九
五
年
）
は
「
禅
文
化
本
」、『
大
正
新
修
大
蔵
経
』

は
「
大
正
本
」
と
表
記
し
て
、
そ
の
字
句
を
比
較
し
て
、
そ
の
異
同
に
つ
い
て
確
認
し
た
。

○
底
本
と
し
た
『
臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
は
、
回
向
文
中
に
具
体
的
な
経
典
名
を
挙
げ
て
い
る
が
、
校
本
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、
ま
た
現
状
と
も

異
な
る
場
合
も
あ
る
た
め
削
除
し
、
校
記
で
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
。

○
『
諸
回
向
清
規
式
』『
小
叢
林
略
清
規
』
は
、
と
も
に
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
巻
八
一
に
収
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
各
偈
文
・
回
向
文
の
冒

頭
に
該
当
す
る
頁
数
・
段
数
を
併
せ
て
表
記
し
た
。

○
原
文
・
校
記
・
書
き
下
し
文
・
口
語
訳
・
語
注
の
順
に
並
べ
た
。
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○
原
文
・
校
記
・
書
き
下
し
文
・
口
語
訳
・
語
注
と
も
に
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

○
書
き
下
し
文
は
、
現
代
仮
名
遣
い
を
用
い
た
。

○
現
代
語
訳
は
直
訳
を
心
が
け
た
が
、
必
要
と
思
わ
れ
る
場
合
は
〔　

〕
で
適
宜
こ
と
ば
を
補
っ
た
。

○
語
注
で
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
を
引
用
す
る
際
、
そ
の
出
典
表
記
に
つ
い
て
は
「
Ｔ
」、『
新
版
大
日
本
続
蔵
経
』
は
「
Ｘ
」、『
蔵
外
仏
教
文

献
』
は
「
Ｚ
Ｗ
」
の
略
号
を
使
用
し
た
。

○
語
注
で
使
用
し
た
辞
書
類
の
略
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
『
漢
語
』
…
…
…
…
…
『
漢
語
大
詞
典
』
全
十
二
冊
（
羅
竹
風 

主
編
・
上
海
辞
書
出
版
社
）

　
『
漢
辞
海
』
…
…
…
…
『
漢
辞
海
』
第
四
版
（
三
省
堂
）

　
『
織
田
』
…
…
…
…
…
織
田
得
能
『
織
田
仏
教
大
辞
典
』（
大
蔵
出
版
株
式
会
社
）

　
『
中
村
』
…
…
…
…
…
中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』（
東
京
書
籍
）

　
『
禅
学
』
…
…
…
…
…
駒
澤
大
学
『
新
版 
禅
学
大
辞
典
』（
大
修
館
書
店
）

　
『
禅
林
象
器
箋
』
…
…
『
禅
林
象
器
箋
』
全
二
〇
巻
・
目
録
二
巻
（
国
際
禅
学
研
究
所
・
電
子
達
磨
）

○
回
向
に
は
同
じ
用
語
が
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
本
訳
注
は
連
載
で
あ
り
、
既
出
の
論
考
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
通
り
に
表
記

し
た
い
。

　

臨
済
宗
の
回
向
文 

訳
注
（
一
）
葬
儀
・
法
事
の
偈
文
と
回
向
文 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
訳
注
①

　

同
上
（
二
）
尊
宿
送
喪
の
念
誦
と
回
向
文
（
上
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
訳
注
②

　

同
上
（
三
）
尊
宿
送
喪
の
念
誦
と
回
向
文
（
下
）・
尊
宿
臨
時
行
事
の
回
向
文 

…
…
…
…
…
訳
注
③

　

同
上
（
四
）
日
課
行
事
の
回
向
文
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
訳
注
④

　

同
上
（
五
）
飯
台
座
で
唱
え
る
偈
文
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
訳
注
⑤

　

同
上
（
六
）
月
分
行
事
・
年
分
行
事
（
上
）
の
回
向
文
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
訳
注
⑥

○
語
注
で
取
り
あ
げ
た
訳
注
書
の
う
ち
、
岩
波
文
庫
本
を
用
い
た
場
合
は
「
岩
波
文
庫
本
」
と
表
記
し
た
。
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仏 

涅 

槃 

会 

回 

向（
一
）

（『
臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
第
二
巻
「
年
分
諷
経
」p.208

～

‌
211

、『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
一
・
諸
回
向
之
部
「
仏
涅
槃
忌
半
斉
」

17a･T81-631a

、『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
下
「
仏
涅
槃
忌
回
向
」T81-715c

・「
禅
文
化
本
」p.177/p.314a

、「
江
湖
法
式

梵
唄
抄
」p.175

～

‌
176

）

　

大（
１
）円

満
覚
応
迹（

２
）西（
３
）乾

、
心
包
太（

４
）虚

量
周
沙（

５
）界

。

　
　

仰
冀
真（

６
）慈

、
俯
垂
昭（

７
）鑑

。

山（
８
）門（

二
）今
月
十
五
日
伏
値
、
本（

９
）師

釈
迦
如
来
大
和
尚
、
入

（
（1
（

般
涅
槃
之
辰
。

虔
備
香

（
（1
（

華
灯
燭
、
茶
菓
珍

（
（1
（

饈
、
以
伸
供
養
。

謹
集
合

（
（1
（

山
（
現

（
（1
（

前
）（
三
）比
丘
衆
同
音
諷

（
（1
（

誦
。

大
仏
頂
万
行
首
楞
厳
神
呪
、
所
集
殊

（
（1
（

勳
、
上

（
（1
（

酬
慈
蔭
、
伏
願
。

如
在
霊

（
（1
（

山
、
莫
忘
四

（
（1
（

衆
、
不
離
宝

（
（2
（

座
、
普
化
十
方
、
六

（
（2
（

道
群

（
（2
（

生
、
同
円
種

（
（2
（

智
。

十
（
（2
（

方
三
世
一
切
諸
仏
、
諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
、
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
。

（
一
）
仏
涅
槃
会
回
向
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
で
は
「
仏
涅
槃
忌
半
斉
二
月
十
五
日
」
に
作
り
、『
小
叢
林
略
清
規
』
で
は
「
仏
涅
槃
忌
二

月
十
五
」
に
作
る
。　
（
二
）
山
門
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』・『
小
叢
林
略
清
規
』
と
も
に
、「
某
門
」
に
作
る
。　
（
三
）
合
山
（
現
前
）

＝
『
諸
回
向
清
規
式
』・『
小
叢
林
略
清
規
』
と
も
に
、「
合
山
」
と
「
現
前
」
を
併
記
し
て
作
る
。

＊
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大だ
い

円え
ん

満ま
ん

覚か
く

、
迹あ

と

を
西さ

い

乾け
ん

に
応お

う

ず
、
心し

ん

は
太た

い

虚こ

を
包つ

つ

み
て
、
量り

よ
うは

沙し
や

界か
い

に
周あ

ま

ね
し
。

　
　

仰あ
お

ぎ
冀

こ
い
ね
がわ

く
ば
、
真し

ん

慈じ

、
俯ふ

し
て
昭

し
よ
う
か
ん鑑

を
垂た

れ
た
ま
え
。

山さ
ん

門も
ん

今こ
ん

月げ
つ

十じ
ゆ
う
ご五

日に
ち

、
伏ふ

し
て
本ほ

ん

師し

釈し
や

迦か

如に
よ

来ら
い

大だ
い

和お
し
よ
う尚

入に
ゆ
う
は
つ
ね

般
涅
槃は

ん

の
辰し

ん

に
値お

う
。
虔

う
や
う
やし

く
香こ

う

華げ
と
う
し
よ
く

灯
燭
、
茶さ

菓か
ち
ん
し
ゆ
う

珍
饈
を
備そ

な

え
、
以も

つ

て

供く

養よ
う

を
伸の

ぶ
。
謹つ

つ
しん

で
合が

つ

山さ
ん

（
現げ

ん

前ぜ
ん

）
の
比び

丘く

衆し
ゆ

を
集あ

つ

め
、
同ど

う

音お
ん

に
大

だ
い
ぶ
つ
ち
よ
う

仏
頂
万ま

ん 

行ぎ
よ
う 

首し
ゆ

楞り
よ
う
ご
ん
じ
ん
し
ゆ

厳
神
呪
を
諷ふ

誦じ
ゆ

す
。
集あ

つ

む
る
所と

こ
ろの

殊し
ゆ

勲く
ん

は
、
上か

み

、
慈じ

蔭い
ん

に
酬む

く

い
ん
こ
と
を
。
伏ふ

し
て
願ね

が

わ
く
ば
、
霊

り
よ
う
ぜ
ん山

に
在い

ま

す
が
如ご

と

く
四し

衆し
ゆ

を
忘わ

す

る
る
こ
と
莫な

く
、
宝ほ

う

座ざ

を
離は

な

れ
ず
、

普あ
ま
ねく

十じ
つ

方ぽ
う

を
化け

し
、
六ろ

く

道ど
う

の
群ぐ

ん
じ
よ
う

生
、
同お

な

じ
く
種し

ゆ

智ち

を
円ま

ど

か
に
せ
ん
こ
と
を
。
十じ

っ

方ぽ
う

三さ
ん

世ぜ

一い
っ

切さ
い

の
諸し

ょ

仏ぶ
つ

、
諸し

ょ

尊そ
ん

菩ぼ

薩さ
つ

摩ま

訶か

薩さ
つ

、
摩ま

訶か

般は
ん

若に
ゃ

波は

羅ら

蜜み
つ

。

＊

　

広
大
円
満
な
仏
の
悟
り
は
、
そ
の
す
が
た
を
イ
ン
ド
に
現
し
ま
し
た
。〔
仏
の
〕
心
は
大
い
な
る
虚
空
を
包
み
込
み
、
そ
の

広
大
な
心
の
は
た
ら
き
は
無
量
無
数
の
世
界
す
べ
て
に
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
　

仏
祖
の
慈
悲
も
て
、
ど
う
か
〔
わ
た
し
た
ち
を
〕
ご
照
覧
く
だ
さ
い
。

　

当
山
で
は
、
今
月
の
十
五
日
、
本
師
釈
迦
如
来
大
和
尚
の
入
滅
の
時
を
迎
え
ま
し
た
。〔
敬
意
を
込
め
て
〕
恭

う
や
う
やし

く
香
・

華
・
灯
燭
・
茶
・
菓
子
・
ご
馳
走
を
供
え
、
供
養
い
た
し
ま
す
。
つ
つ
し
ん
で
こ
の
寺
に
住
む
す
べ
て
（
目
の
前
）
の
僧
侶
を

集
め
て
、
声
を
そ
ろ
え
て
『
大
仏
頂
万
行
首
楞
厳
神
呪
』
を
お
唱
え
し
ま
す
。〔
こ
う
し
た
供
養
に
よ
っ
て
〕
集
め
た
す
ば
ら

し
い
功
徳
は
、
慈
し
み
に
満
ち
た
仏
恩
に
酬む

く

い
奉
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
伏
し
て
願
う
こ
と
に
は
、〔
か
つ
て
の
説
法
の
場
で

あ
る
〕
霊
鷲
山
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
の
よ
う
に
、〔
比
丘
（
＝
男
性
の
出
家
者
）・
比
丘
尼
（
＝
女
性
の
出
家
者
）・
優
婆
塞
（
＝
男

性
の
在
家
信
者
）・
優
婆
夷
（
＝
女
性
の
在
家
信
者
）
の
〕
す
べ
て
の
仏
教
徒
を
お
忘
れ
な
く
、〔
仏
が
お
座
り
に
な
ら
れ
て
い
る
〕

蓮
華
座
を
離
れ
ず
に
、
普
く
世
界
中
を
教
化
し
、
迷
い
の
世
界
に
い
る
生
き
と
し
生
け
る
も
の
た
ち
が
共
に
悟
り
の
智
慧
を
円
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成
致
し
ま
す
よ
う
に
。
世
界
中
の
、
そ
し
て
過
去
・
現
在
・
未
来
と
い
う
三
世
の
一
切
の
諸
も
ろ
の
仏
が
た
よ
、
諸
も
ろ
の
尊

き
菩
薩
が
た
や
修
行
者
た
ち
よ
、
偉
大
な
る
完
成
さ
れ
た
最
高
の
智
慧
よ
。〔
こ
の
功
徳
が
成
就
し
ま
す
よ
う
に
。〕

＊

（
1
）	
大
円
満
覚
＝
「
大
円
」
は
、「
大
き
な
円
相
、
円
融
自
在
の
表
詮
、
大
円
成
」（『
禅
学
』p.785

）、「
大
円
覚
」
は
、「
円
満
で
完

全
な
る
大
覚
。
仏
の
悟
り
の
こ
と
」（『
禅
学
』p.785

）。『
幻
住
庵
清
規
』
巻
一
「
世
範
」
条
、「
朔さ

く

望も
う

（
＝
一
日
と
十
五
日
）
祝
聖

回
向
」
に
「
大
円
満
覚
応
迹
西
乾
、
心
包
太
虚
量
周
沙
界
。
某
州
某
庵
住
持
臣
僧
某
。
月
旦
月
望
令
辰
。
謹
集
合
庵
僧
道
衆
諷
誦
大

悲
円
満
云
云
神
呪
、
所
集
洪
因
、
端
為
祝
延
。
今
上
皇
帝
聖
寿
万
安
。
金
剛
無
量
寿
仏
。
仁
王
菩
薩
摩
訶
薩
云
云
」（X63-578a

）

と
あ
り
、「
祝
聖
回
向
」
の
「
嘆
仏
」
と
し
て
唱
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

（
2
）	

迹
＝
「
現
れ
た
す
が
た
、
教
化
の
す
が
た
、
救
い
の
す
が
た
」（『
中
村
』p.615

）。

（
3
）	

西
乾
＝
「
イ
ン
ド
の
別
称
。
乾
は
天
。
中
国
か
ら
指
し
て
西
方
天
竺
の
こ
と
」（『
禅
学
』p.372

）。

（
4
）	

太
虚
＝
「
①
究
極
の
境
地
。
②
全
く
の
空
無
。
空
無
な
る
こ
と
」（『
中
村
』p.904

）。
ち
な
み
に
『
浄
土
境
観
要
門
』
巻
一
に

「
此
の
相
を
観
ん
と
欲
せ
ば
、
応
に
須
く
先
づ
万
法
は
唯
心
に
し
て
一
切
は
唯
識
な
る
を
了
る
べ
し
。
故
に
経
に
云
く
、『
心
は
太
虚

を
包
み
て
量
は
沙
界
に
周
ね
し
』
と
。
又
た
云
く
、『
心
は
工
な
る
画
師
の
如
し
。
種
種
の
五
陰
を
造
る
』
と
（
欲
観
此
相
、
応
須

先
了
万
法
唯
心
一
切
唯
識
。
故
経
云
、
心
包
太
虚
量
周
沙
界
。
又
云
、
心
如
工
画
師
。
造
種
種
五
陰
）」（T47-290a

）
と
見
え
る
。

（
5
）	

沙
界
＝
「
恒
沙
界
、
ま
た
は
恒
河
沙
世
界
の
略
。
恒
河
に
あ
る
沙
の
よ
う
に
無
量
無
数
の
多
く
の
世
界
」（『
禅
学
』p.466

）。

（
6
）	

真
慈
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
4
）「
真
慈
」
条
を
参
照
。

（
7
）	

昭
鑑
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
5
）「
照
鑑
」
条
を
参
照
。

（
8
）	

山
門
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
23
）「
山
門
」
条
を
参
照
。

（
9
）	

本
師
＝
「
ほ
ん
じ
と
も
読
む
。
釈
迦
牟
尼
仏
の
こ
と
。
根
本
の
師
と
い
う
意
」（『
中
村
』p.1261

）。

（
10
）	

入
般
涅
槃
＝
「
入
滅
の
意
。
仏
お
よ
び
僧
侶
の
死
を
い
う
」（『
禅
学
』p.986

）。
な
お
、「
涅
槃
」
は
「
梵nirva ṇa

／
巴
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nibbana　

語
源
か
ら
い
え
ば
、nirva ṇa

と
は
吹
き
消
す
こ
と
で
、
貪
瞋
痴
の
三
毒
煩
悩
の
火
を
吹
き
消
す
こ
と
、
ま
た
は
煩
悩

の
火
が
吹
き
消
さ
れ
て
い
る
状
態
」
を
い
い
、「
涅
槃
会
」
は
「
涅
槃
忌
と
も
い
い
、
三
仏
忌
（
降
誕
会
・
成
道
会
・
涅
槃
会
）
の

一
。
釈
尊
は
二
月
十
五
日
に
入
滅
し
た
の
で
、
後
世
こ
の
日
に
、
釈
尊
涅
槃
像
を
か
け
、『
涅
槃
経
』『
仏
遺
教
経
』
等
を
読
誦
し
て

行
う
報
恩
の
供
養
法
会
」（『
禅
学
』p.1001

）。『
禅
林
象
器
箋
』「
第
四
類　

節
時
門
」
章
・「
忌
日
」
条
に
は
、「『
釈
氏
要
覧
』
に

云
く
」
と
し
て
、「
二
月
十
五
日
の
仏
涅
槃
日
に
は
、
天
下
の
僧
俗
、
営
会
（
＝
法
会
を
営
む
）
し
供
養
す
る
こ
と
有
り
。
即
ち
忌

日
の
事
な
り
。
俗
の
礼
に
『
君
子
に
終
身
の
孝
有
り
』
と
。『
忌
日
』
の
謂
な
り
。
又
た
『
不
楽
の
日
（
＝
音
楽
を
催
さ
な
い
日
）』

と
謂
う
。
飲
楽
せ
ざ
る
が
故
に
。
或
い
は
『
諱
日
』
と
云
い
、
或
い
は
『
遠
日
』
と
云
う
。〈『
遠
日
』
は
猶
お
『
曲
礼
』
の
「
喪
事

は
遠
日
を
先
に
す
」
に
濫
す
（
＝
起
源
す
る
）〉。
釈
子
（
＝
仏
弟
子
）
の
師
亡
す
れ
ば
『
帰
寂
の
日
』
と
称
す
べ
し
。
蓋
し
釈
氏
は

忌
諱
む
こ
と
無
き
が
故
に
」
と
。『
首
楞
厳
経
』
に
云
く
、『
時
に
波
斯
匿
王
、
其
の
父
の
為
に
諱
日
に
斉
を
営
む
』
と
。
長
水
（
＝

長
水
子
璿
）
の
疏
に
云
く
、『
先
王
の
崩
ず
る
日
は
、
忌
諱
の
辰
な
り
。
故
に
『
諱
日
』
と
云
う
。
諱
は
忌
な
り
。
吉
事
に
挙
ぐ
る

こ
と
を
忌
み
、
其
の
名
を
諱
避
す
る
を
以
て
な
り
』
と
（
釈
氏
要
覧
云
、
二
月
十
五
日
、
仏
涅
槃
日
、
天
下
僧
俗
、
有
営
会
供
養
。

即
忌
日
之
事
也
。
俗
礼
君
子
有
終
身
之
孝
。
忌
日
之
謂
也
。
又
謂
不
楽
之
日
。
不
飲
楽
故
。
或
云
諱
日
、
或
云
遠
日
〈
遠
日
、
猶
濫

曲
礼
喪
事
先
遠
日
〉。
釈
子
師
亡
可
称
帰
寂
之
日
。
蓋
釈
氏
無
忌
諱
故
。
首
楞
厳
経
云
、
時
波
斯
匿
王
、
為
其
父
王
。
諱
日
営
斉
。

長
水
疏
云
、
先
王
崩
日
、
忌
諱
之
辰
。
故
云
諱
日
。
諱
忌
也
。
以
忌
挙
吉
事
、
諱
避
其
名
）」（
巻
三
・57a

）
と
あ
る
。
ま
た
、『
禅

苑
清
規
』
巻
二
「
念
誦
」
条
に
「
大
衆
に
白
す
。
如
来
大
師
、
般
涅
槃
に
入
る
。
今
皇
宋
元
符
二
年
に
至
り
、
已
に
二
千
四
十
七
年

（
以
後
年
に
随
い
て
之
を
増
す
な
り
）
を
得
た
り
。
是
の
日
已
に
過
ぐ
れ
ば
命
も
亦
た
随
っ
て
減
ず
。
少
水
の
魚
の
如
し
、
斯
に
何

の
楽
か
有
ら
ん
。
衆
等
当
に
勤
め
て
精
進
し
、
頭
燃
を
救
う
が
如
く
す
べ
し
。
但
だ
無
常
を
念
じ
て
慎
し
ん
で
放
逸
す
る
こ
と
を
勿

れ
。
伽
藍
土
地
護
法
安
人
。
十
方
施
主
増
福
増
慧
。
為
如
上
縁
念
。
清
浄
法
身
等
云
云
（
白
大
衆
。
如
来
大
師
、
入
般
涅
槃
。
至
今

皇
宋
元
符
二
年
已
得
二
千
四
十
七
年
（
以
後
随
年
増
之
）。
是
日
已
過
命
亦
随
減
。
如
少
水
魚
、
斯
有
何
楽
。
衆
等
当
勤
精
進
、
如

救
頭
燃
。
但
念
無
常
慎
勿
放
逸
。
伽
藍
土
地
護
法
安
人
。
十
方
施
主
増
福
増
慧
。
為
如
上
縁
念
。
清
浄
法
身
等
云
云
）」（X63-

527c

）
と
あ
る
。
ま
た
、「
入
般
涅
槃
」
は
「
尊
宿
龕
前
念
誦
」
に
見
え
る
が
、
こ
の
語
が
「
尊
宿
龕
前
念
誦
」
に
取
り
入
れ
ら
れ
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た
背
景
に
つ
い
て
は
、
訳
注
②
「
尊
宿
龕
前
念
誦
・
龕
前
念
誦
諷
経
回
向
」
の
注
（
1
）
条
に
詳
し
い
。

（
11
）	

香
華
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
7
）「
香
華
」
条
を
参
照
。

（
12
）	

珍
饈
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
9
）「
珍
饈
」
条
を
参
照
。

（
13
）	
合
山
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
10
）「
合
山
」
条
を
参
照
。

（
14
）	
現
前
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
11
）「
現
前
」
条
を
参
照
。

（
15
）	

諷
誦
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
12
）「
諷
誦
」
条
を
参
照
。

（
16
）	

殊
勳
＝
訳
注
③
「
尊
宿
山
頭
念
誦
」
の
注
（
13
）「
殊
勳
」
条
を
参
照
。

（
17
）	

上
酬
慈
蔭
＝
訳
注
④
「
伝
燈
祖
師
回
向
」
の
注
（
6
）「
上
酬
慈
蔭
」
条
を
参
照
。

（
18
）	

霊
山
＝
「
霊
鷲
山
の
略
。
王
舎
城
の
東
北
に
そ
び
え
る
や
ま
」（『
中
村
』p.1429

）。『
石
渓
心
月
禅
師
語
録
』
巻
一
に
「
上
堂
。

挙
す
。
南
陽
国
師
三
た
び
侍
者
を
喚
ぶ
。
侍
者
三
た
び
応
ず
。
師
云
く
、
是
れ
父
有
り
、
是
れ
子
有
り
と
。
国
師
云
く
、
将ま

さ

に
謂お

も

え

り
、
吾
れ
汝
に
辜こ

負ぶ

す
、
却
っ
て
是
れ
汝
吾
れ
に
辜
負
す
と
。
師
云
く
、
霊
山
に
在
り
て
、
親
し
く
此
の
語
を
聞
く
が
ご
と
し
と
。

雪
竇
云
く
、
国
師
三
た
び
喚
ぶ
。
点
ず
れ
ば
即
ち
到
ら
ず
と
。
師
云
く
、
雲
嶺
上
に
生
ず
。
侍
者
三
た
び
応
ず
。
到
れ
ば
即
ち
点
じ

ず
。
師
云
く
、
月
波
心
に
転
ず
。
将
に
謂
え
り
、
吾
れ
汝
に
辜
負
す
、
却
っ
て
是
れ
汝
吾
れ
に
辜
負
す
と
。（
上
堂
。
挙
。
南
陽
国

師
三
喚
侍
者
。
侍
者
三
応
。
師
云
、
有
是
父
、
有
是
子
。
国
師
云
、
将
謂
吾
辜
負
汝
、
却
是
汝
辜
負
吾
。
師
云
、
如
在
霊
山
親
聞
此

語
。
雪
竇
云
、
国
師
三
喚
。
点
即
不
到
。
師
云
、
雲
生
嶺
上
。
侍
者
三
応
。
到
即
不
点
。
師
云
、
月
転
波
心
。
将
謂
、
吾
辜
負
汝
、

却
是
汝
辜
負
吾
）」（X71-44a

）
と
あ
る
。

（
19
）	

四
衆
＝
「
仏
教
教
団
を
構
成
す
る
人
。
比
丘
（
出
家
の
男
）・
比
丘
尼
（
出
家
の
女
）・
優
婆
塞
（
在
家
信
者
の
男
）・
優
婆
夷

（
在
家
信
者
の
女
）。
四
部
衆
、
四
輩
と
も
」（『
禅
学
』p.432
）、「
仏
教
教
団
の
中
の
出
家
の
衆
と
在
家
の
衆
。
四
衆
の
仏
教
徒
。

仏
教
者
の
つ
ど
い
」（『
中
村
』p.515

）。

（
20
）	

宝
座
＝
「
仏
の
座
所
。
蓮
華
座
」（『
漢
辞
海
』p.396

）。

（
21
）	

六
道
＝
「
有
情
が
善
悪
業
因
に
よ
っ
て
到
る
六
種
の
路
（gati　

趣
）
で
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
上
の
六
界
。
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衆
生
が
輪
廻
す
る
道
途
で
あ
る
か
ら
六
道
と
い
い
、
衆
生
が
そ
れ
ぞ
れ
因
業
に
乗
じ
て
趣
く
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
六
趣
と
い
う
」

（『
禅
学
』p.1319

）、「
世
の
人
び
と
」（『
中
村
』p.1457

～

‌
1458

）。

（
22
）	

群
生
＝
訳
注
④
「
本
尊
略
回
向
」
の
注
（
8
）「
群
生
」
条
を
参
照
。

（
23
）	
種
智
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
32
）「
種
智
」
条
を
参
照
。

（
24
）	
十
方
三
世
一
切
諸
仏
…
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
＝
訳
注
①
「
鎖
龕
［
起
龕
］
仏
事
」
の
注
（
4
）「
十
方
三
世
一
切
諸
仏
…
摩
訶
般
若

波
羅
蜜
」
条
を
参
照
。

仏 

誕 

生 

会 

回 
向（
一
）

（『
臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
第
二
巻
「
年
分
諷
経
」p.212

～

‌
215

、『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
一
・
諸
回
向
之
部
「
仏
誕
生
忌
半
斉
」

17b･T81-631a

～b

、『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
下
「
仏
誕
生
会
回
向
」T81-715c

・「
禅
文
化
本
」p.177

～178/p.314a

～b

、

「
法
式
梵
唄
抄
」p.177

～

‌
178

）

　

大（
１
）円

満
覚
応
迹（

２
）西（
３
）乾

、
心
包
太（

４
）虚

量
周
沙（

５
）界

。

　
　

仰
冀
真（

６
）慈

、
俯
垂
昭（

７
）鑑

。

山（
８
）門（

二
）今
月
初
八
日
伏
値
、
本（

９
）師

釈
迦
如
来
大
和
尚
、
聖

（
（1
（

誕
之
辰
。

虔
備
香

（
（1
（

華
灯
燭
、
茶
菓
珍

（
（1
（

饈
、
以
伸
供
養
。

謹
集（
三
）合
（
（1
（

山
（
現

（
（1
（

前
）（
四
）比
丘
衆
同
音
諷

（
（1
（

誦
。
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大
仏
頂
万
行
首
楞
厳
神
呪
、
所
集
殊

（
（1
（

勳
、
上

（
（1
（

酬
慈
蔭
、
伏
願
。

憫
昏

（
（1
（

（々
五
）之
群

（
（1
（

類
、
昭
以
毫

（
（2
（

光
、
抜

（
（2
（

蠢
（
（2
（

（々
六
）之
四

（
（2
（

生
、
証
茲
妙

（
（2
（

果
。

十
（
（2
（

方
三
世
一
切
諸
仏
、
諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
、
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
。

（
一
）
仏
誕
生
会
回
向
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
で
は
「
仏
誕
生
忌
半
斉
四
月
初
八
日
」
に
作
り
、『
小
叢
林
略
清
規
』
で
は
「
仏
誕
生
会
回

向
四
月
八
日
」
に
作
る
。　
（
二
）
山
門
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』・『
小
叢
林
略
清
規
』
と
も
に
、「
某
門
」
に
作
る
。　
（
三
）
謹
集
＝

『
小
叢
林
略
清
規
』
で
は
集
謹
と
す
る
。　
（
四
）
合
山
（
現
前
）
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』・『
小
叢
林
略
清
規
』
と
も
に
、「
合
山
」
と

「
現
前
」
を
併
記
し
て
作
る
。　
（
五
）
昏
々
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』・『
小
叢
林
略
清
規
』
と
も
に
、「
昏
昏
」
に
作
る
。　
（
六
）
蠢
々
＝

『
諸
回
向
清
規
式
』・『
小
叢
林
略
清
規
』
と
も
に
、「
蠢
蠢
」
に
作
る
。

＊

　

大だ
い

円え
ん

満ま
ん

覚か
く

、
迹あ

と

を
西さ

い

乾け
ん

に
応お

う

ず
、
心し

ん

は
太た

い

虚こ

を
包つ

つ

み
て
、
量り

よ
うは

沙し
や

界か
い

に
周あ

ま

ね
し
。

　
　

仰あ
お

ぎ
冀

こ
い
ね
がわ

く
ば
、
真し

ん

慈じ

、
俯ふ

し
て
昭

し
よ
う
か
ん鑑

を
垂た

れ
た
ま
え
。

山さ
ん

門も
ん

今こ
ん

月げ
つ

初し
よ

八は
ち

日に
ち

、
伏ふ

し
て
本ほ

ん

師し

釈し
や

迦か

如に
よ

来ら
い

大だ
い

和お
し
よ
う尚

聖し
よ
う
た
ん

誕
の
辰し

ん

に
値お

う
。
虔

う
や
う
やし

く
香こ

う

華げ
と
う
し
よ
く

灯
燭
、
茶さ

菓か
ち
ん
し
ゆ
う

珍
饈
を
備そ

な

え
、
以も

つ

て
供く

養よ
う

を
伸の

ぶ
。
謹つ

つ
しん

で
合が

つ

山さ
ん

（
現げ

ん

前ぜ
ん

）
の
比び

丘く

衆し
ゆ

を
集あ

つ

め
、
同ど

う

音お
ん

に
大

だ
い
ぶ
つ
ち
よ
う

仏
頂
万ま

ん 

行ぎ
よ
う 

首し
ゆ

楞り
よ
う
ご
ん
じ
ん
し
ゆ

厳
神
呪
を
諷ふ

誦じ
ゆ

す
。
集あ

つ

む
る
所と

こ
ろの

殊し
ゆ

勲く
ん

は
、

上か
み

、
慈じ

蔭い
ん

に
酬む

く

い
ん
こ
と
を
。
伏ふ

し
て
願ね

が

わ
く
ば
、
昏こ

ん

々こ
ん

の
群ぐ

ん

類る
い

を
憫あ

わ
れん

で
以も

つ

て
毫ご

う

光こ
う

を
照て

ら
し
、
蠢

し
ゆ
ん

々し
ゆ
んの

四し
し
よ
う生

を
抜ぬ

い
て
、

茲こ

の
妙み

よ
う
か果

を
証し

よ
うせ

し
め
た
ま
わ
ん
こ
と
を
。
十じ

っ

方ぽ
う

三さ
ん

世ぜ

一い
っ

切さ
い

の
諸し

ょ

仏ぶ
つ

、
諸し

ょ

尊そ
ん

菩ぼ

薩さ
つ

摩ま

訶か

薩さ
つ

、
摩ま

訶か

般は
ん

若に
ゃ

波は

羅ら

蜜み
つ

。

＊

　

広
大
円
満
な
仏
の
悟
り
は
、
そ
の
す
が
た
を
イ
ン
ド
に
現
し
ま
し
た
。〔
仏
の
〕
心
は
大
い
な
る
虚
空
を
包
み
込
み
、
そ
の
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広
大
な
心
の
は
た
ら
き
は
無
量
無
数
の
世
界
す
べ
て
に
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
　

仏
祖
の
慈
悲
も
て
、
ど
う
か
〔
わ
た
し
た
ち
を
〕
ご
照
覧
く
だ
さ
い
。

　

当
山
で
は
、
今
月
の
初
八
日
、
本
師
釈
迦
如
来
大
和
尚
の
聖
誕
の
時
を
迎
え
ま
し
た
。〔
敬
意
を
込
め
て
〕
恭

う
や
う
やし

く
香
・

華
・
灯
燭
・
茶
・
菓
子
・
ご
馳
走
を
供
え
、
供
養
い
た
し
ま
す
。
つ
つ
し
ん
で
こ
の
寺
に
住
む
す
べ
て
（
目
の
前
）
の
僧
侶
を

集
め
て
、
声
を
そ
ろ
え
て
『
大
仏
頂
万
行
首
楞
厳
神
呪
』
を
お
唱
え
し
ま
す
。〔
こ
う
し
た
供
養
に
よ
っ
て
〕
集
め
た
す
ば
ら

し
い
功
徳
は
、
慈
し
み
に
満
ち
た
仏
恩
に
酬む

く

い
奉
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
伏
し
て
願
う
こ
と
に
は
、〔
迷
い
と
い
う
〕
暗
闇
に

い
る
す
べ
て
の
世
界
の
生
き
と
し
生
け
る
者
た
ち
を
憐
れ
ん
で
、
仏
の
智
慧
の
光
で
も
っ
て
〔
そ
の
暗
闇
を
〕
照
ら
し
、
も
の

の
道
理
に
暗
い
〔
が
た
め
に
〕、
迷
い
の
世
界
〔
を
さ
ま
よ
う
〕
あ
ら
ゆ
る
い
の
ち
あ
る
者
を
救
っ
て
、
こ
の
妙
な
る
仏
果
を

悟
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。
世
界
中
の
、
そ
し
て
過
去
・
現
在
・
未
来
と
い
う
三
世
の
一
切
の
諸
も
ろ
の
仏
が
た
よ
、

諸
も
ろ
の
尊
き
菩
薩
が
た
や
修
行
者
た
ち
よ
、偉
大
な
る
完
成
さ
れ
た
最
高
の
智
慧
よ
。〔
こ
の
功
徳
が
成
就
し
ま
す
よ
う
に
。〕

＊

（
1
）	

大
円
満
覚
＝
本
訳
註
「
仏
涅
槃
会
回
向
」
の
注
（
1
）
を
参
照
。

（
2
）	

迹
＝
本
訳
註
「
仏
涅
槃
会
回
向
」
の
注
（
2
）
を
参
照
。

（
3
）	

西
乾
＝
本
訳
註
「
仏
涅
槃
会
回
向
」
の
注
（
3
）
を
参
照
。

（
4
）	

太
虚
＝
本
訳
註
「
仏
涅
槃
会
回
向
」
の
注
（
4
）
を
参
照
。

（
5
）	

沙
界
＝
本
訳
註
「
仏
涅
槃
会
回
向
」
の
注
（
5
）
を
参
照
。

（
6
）	

真
慈
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
4
）「
真
慈
」
条
を
参
照
。

（
7
）	

昭
鑑
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
5
）「
照
鑑
」
条
を
参
照
。

（
8
）	

山
門
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
23
）「
山
門
」
条
を
参
照
。
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（
9
）	

本
師
＝
本
訳
註
「
仏
涅
槃
会
回
向
」
注
（
9
）
を
参
照
。

（
10
）	

聖
誕
＝
「
天
子
や
皇
太
后
、
ま
た
神
や
仏
の
誕
生
日
」（『
漢
辞
海
』p.1163

）。
ま
た
、「
誕
生
会
」
と
は
「
釈
尊
ま
た
は
各
宗
の

祖
師
の
誕
生
日
に
催
す
法
会
。
ま
た
降
誕
会
と
も
い
う
」（『
禅
学
』p.837

）。『
禅
林
象
器
箋
』「
第
十
六
類　

報
祷
門
」
章
・「
二

祖
三
仏
忌
」
条
に
は
、「
二
祖
と
は
、
達
磨
及
び
某
寺
の
開
山
な
り
。
或
い
は
云
く
、
達
磨
百
丈
の
二
忌
な
り
。
三
仏
と
は
、
涅
槃

忌
、
誕
生
会
、
成
道
会
な
り
。
忠
曰
く
、『
誕
生
と
成
道
と
は
忌
に
非
ず
。
然
る
に
二
祖
三
仏
忌
と
言
う
は
、
多
に
随
い
て
名
を
得

る
な
り
』
と
。
正
月
十
七
日
を
百
丈
忌
と
為
し
、
十
月
五
日
を
達
磨
忌
と
為
す
。
然
る
に
日
本
古
来
百
丈
忌
を
修
せ
ず
、
故
に
某
寺

の
開
山
忌
を
加
え
て
、
以
て
二
祖
忌
と
為
す
。
凡
そ
開
山
忌
は
常
住
よ
り
之
を
経
営
す
。
達
磨
百
丈
の
二
忌
は
、
修
財
を
率
い
て
営

弁
す
。
常
住
之
を
措
致
す
る
に
非
ず
（
二
祖
者
、
達
磨
及
某
寺
開
山
也
。
或
云
、
達
磨
百
丈
二
忌
也
。
三
仏
者
、
涅
槃
忌
、
誕
生
会
、

成
道
会
也
。
忠
曰
、
誕
生
成
道
非
忌
。
然
言
二
祖
三
仏
忌
、
隨
多
得
名
也
。
正
月
十
七
日
、
為
百
丈
忌
、
十
月
五
日
為
達
磨
忌
。
然

日
本
古
来
不
修
百
丈
忌
、
故
加
某
寺
開
山
忌
、
以
為
二
祖
忌
矣
。
凡
開
山
忌
自
常
住
経
営
之
。
達
磨
百
丈
二
忌
、
率
衆
財
営
弁
。
非

常
住
措
致
之
）」（
巻
十
三
・12a
）
と
あ
り
、「
三
仏
忌
」
と
呼
ぶ
理
由
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、「
仏
誕
生
会
」
の

際
に
行
う
「
浴
仏
（
灌
仏
と
も
）」
に
つ
い
て
、『
禅
林
象
器
箋
』「
第
十
六
類　

報
祷
門
」
章
・「
浴
仏
」
条
に
「『
仏
祖
統
紀
』
に

云
く
、「『
摩
訶
利
頭
経
』
に
四
月
八
日
は
是
れ
仏
生
日
な
り
。
人
民
仏
を
念
じ
仏
の
形
像
を
浴
す
」
と
。
旧
説
に
曰
く
、「
浴
仏
香

湯
の
方
、
沈
香
〈
一
両
〉、
白
檀
〈
一
両
〉、
甘
松
〈
半
両
〉、
丁
子
〈
半
両
〉、
薫
陸
〈
半
両
〉、
芎
藭
〈
半
両
〉、
鬱
金
〈
一
銭
三

分
〉、
此
の
七
種
、
浄
布
囊
に
盛
り
て
、
鐺
内
に
投
じ
、
浄
水
三
揆
を
用
い
て
、
煎
じ
て
二
揆
を
減
じ
て
鐺
を
移
し
て
、
之
を
冷
ま

し
、
然
る
後
浴
盆
に
盛
る
」
と
。『
天
中
記
』
に
云
く
、「
四
月
八
日
、
浴
仏
、
都
梁
香
を
以
て
青
色
水
と
為
し
、
鬱
金
香
赤
色
水
と

為
し
、
丘
隆
香
、
白
色
水
と
為
し
附
子
香
黄
色
水
と
為
し
、
安
息
香
を
黒
色
水
と
為
し
、
以
て
仏
頂
に
灌
す
（
仏
祖
統
紀
云
、
摩
訶

利
頭
経
、
四
月
八
日
是
仏
生
日
。
人
民
念
仏
浴
仏
形
像
。
旧
説
曰
、
浴
仏
香
湯
方
、
沈
香
〈
一
両
〉。
白
檀
〈
一
両
〉、
甘
松
〈
半

両
〉、
丁
子
〈
半
両
〉、
薫
陸
〈
半
両
〉、
芎
藭
〈
半
両
〉、
鬱
金
〈
一
銭
三
分
〉、
此
七
種
。
盛
浄
布
囊
、
投
於
鐺
内
、
用
浄
水
三
揆
、

煎
減
二
揆
移
鐺
、
冷
之
、
然
後
盛
浴
盆
。
天
中
記
云
、
四
月
八
日
、
浴
仏
、
以
都
梁
香
為
青
色
水
、
鬱
金
香
為
赤
色
水
、
丘
隆
香
、

為
白
色
水
、
附
子
香
為
黃
色
水
、
安
息
香
為
黒
色
水
、
以
灌
仏
頂
）」（
巻
十
三
・33a

～b

）
と
あ
る
。
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（
11
）	

香
華
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
7
）「
香
華
」
条
を
参
照
。

（
12
）	

珍
饈
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
9
）「
珍
饈
」
条
を
参
照
。

（
13
）	

合
山
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
10
）「
合
山
」
条
を
参
照
。

（
14
）	
現
前
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
11
）「
現
前
」
条
を
参
照
。

（
15
）	
諷
誦
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
12
）「
諷
誦
」
条
を
参
照
。

（
16
）	

殊
勳
＝
訳
注
③
「
尊
宿
山
頭
念
誦
」
の
注
（
13
）「
殊
勳
」
条
を
参
照
。

（
17
）	

上
酬
慈
蔭
＝
訳
注
④
「
伝
燈
祖
師
回
向
」
の
注
（
6
）「
上
酬
慈
蔭
」
条
を
参
照
。

（
18
）	

昏
々
＝
『
禅
学
』
に
「
昏
昏
地
」
と
し
て
「
昏
は
暗
闇
。
地
は
助
詞
。
心
の
は
た
ら
き
を
欠
き
智
慧
の
光
明
の
暗
い
こ
と
」
と
あ

る
（p.366

）。

（
19
）	

群
類
＝
「
機
類
種
種
な
る
衆
生
の
こ
と
。
群
機
。
群
生
。
群
萌
。
有
情
。
衆
生
」（『
禅
学
』p.256

）。「
群
生
」
に
つ
い
て
は
、

訳
注
④
「
本
尊
略
回
向
」
の
注
（
8
）「
群
生
」
条
を
参
照
。

（
20
）	

毫
光
＝
「
仏
の
眉
間
に
あ
る
白
毫
の
光
。
仏
の
智
慧
の
光
に
た
と
え
る
」（『
中
村
』p.405

）。

（
21
）	

抜
＝
「
救
う
」
の
意
（『
漢
辞
海
』p.586
）。

（
22
）	

蠢
々
＝
「
う
ご
め
く
。
動
き
乱
れ
る
さ
ま
」（『
中
村
』p.675

）。

（
23
）	

四
生
＝
「
四
種
類
の
あ
ら
ゆ
る
生
き
も
の
。
い
の
ち
あ
る
も
の
。
迷
い
の
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
生
き
も
の
。
あ
ら
ゆ
る
生
き
も
の
を

そ
の
生
ま
れ
方
の
相
違
に
よ
っ
て
四
つ
に
分
類
し
て
い
う
。（
1
）
胎
生
。
母
胎
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
。
人
間
や
獣
を
い
う
。（
2
）

卵
生
。
卵
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
。
鳥
の
よ
う
な
も
の
を
い
う
。（
3
）
湿
性
。
湿
気
の
中
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
。
ぼ
う
ふ
ら
や
虫
な

ど
を
い
う
。
じ
め
じ
め
し
た
所
か
ら
生
ま
れ
る
。（
4
）
化
生
。
過
去
の
自
分
の
業
の
力
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
存
在
。
よ
り

ど
こ
ろ
な
し
に
、
忽
然
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
。
天
人
や
地
獄
の
衆
生
な
ど
は
こ
れ
に
属
す
る
。
人
間
は
胎
生
で
、
餓
鬼
は
胎
生
の

も
の
と
化
生
の
も
の
と
が
あ
り
、
天
人
（
神
々
）
と
地
獄
の
衆
生
と
は
化
生
で
あ
り
、
畜
生
は
胎
生
の
も
の
と
卵
生
の
も
の
と
湿
性

の
も
の
と
が
あ
る
。
中
有
も
化
生
で
あ
る
。
胎
生
・
卵
生
・
湿
性
・
化
生
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
め
ぐ
る
こ
と
。
四
度
の
生
死
を
い
う
」
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（『
中
村
』p.523

）。

（
24
）	

妙
果
＝
「
み
ご
と
な
結
果
。
妙
因
、
妙
行
に
よ
っ
て
得
た
証
果
、
す
な
わ
ち
仏
果
。
さ
と
り
」（『
中
村
』p.1302

）。

（
25
）	

十
方
三
世
一
切
諸
仏
…
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
＝
訳
注
①
「
鎖
龕
［
起
龕
］
仏
事
」
の
注
（
4
）「
十
方
三
世
一
切
諸
仏
…
摩
訶
般
若

波
羅
蜜
」
条
を
参
照
。

山 

門 

施 
食 
会
（
盂
蘭
盆
会
）
回 

向（
一
）

（『
臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
第
二
巻
「
年
分
諷
経
」p.220

～

‌
226

、『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
一
・
諸
回
向
之
部
「
施
餓
鬼
七
月
十

五
日
」22b

～23a･T81-632b

～c

、『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
下
「
盂
蘭
盆
会
回
向
七
月
十
五
」T81-716b

～c

・「
禅
文
化

本
」p.179

～182/p.315b
～316a

、「
江
湖
法
式
梵
唄
抄
」p.182

～

‌
184

）

　
　

仏（
１
）身

充（
２
）満

於
法（

３
）界

、
普
現
一
切
群（

４
）生

前
、

　
　

隨（
５
）縁

赴（
６
）感

靡
不
周
、
而
常
処（

７
）此

菩（
８
）提

座
。

　
　

仰
冀
洪（

９
）慈

、
俯
垂
昭

（
（1
（

鑑
。

山
（
（1
（

門（
二
）今
月
十
五
日
、
乃
衲

（
（1
（

子
自

（
（1
（

恣
之
辰
、
是
盂

（
（1
（

蘭
盆
救
苦
之
日（
三
）。

厳
備
六

（
（1
（

味
妙
供
。
謹
集
現

（
（1
（

前
清

（
（1
（

衆
、
称

（
（1
（

揚
聖

（
（1
（

号
、
課

（
（2
（

持
秘

（
（2
（

呪
、
今
当
満

（
（2
（

散
、
同
音
諷

（
（2
（

誦
。

大
悲
円
満
無
礙
神
呪
、
開
甘
露
門
、
大
仏
頂
万
行
首
楞
厳
神
呪
（
観
音
普
門
品
）（
四
）、
所
鳩
善

（
（2
（

利
仰
讃
。

十
方
常
住
三
宝
、
果

（
（2
（

海
無
量
聖

（
（2
（

賢（
五
）、
祝

（
（2
（

献
。
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護
法
列

（
（2
（

位
、
諸
天
仙

（
（2
（

衆
、
地

（
（3
（

界
水
界
、
大
小
明

（
（3
（

霊
。

総
日
本
国
内
、
一
切
明
霊
、
一
切
権

（
（3
（

現
、
三
界
万
霊
、
十
方
至

（
（3
（

聖
、
憑
茲
善
利
、
普
用
回

（
（3
（

厳
、
次
冀
。

尽
祠

（
（3
（

堂
内
、
各
（々
六
）霊
位
、
同
受
法

（
（3
（

味
、
以
護
仏

（
（3
（

祖
之
化
門

（
（3
（

、
各
増
威

（
（3
（

光
、
而
除
国
家
之
災
障

（
（4
（

、
専
祈
。

資
（
（4
（

薦
各
人
多

（
（4
（

生
父

（
（4
（

母
、
歴

（
（4
（

劫
寃

（
（4
（

親
、
一
切
幽

（
（4
（

霊
、
河

（
（4
（

沙
餓

（
（4
（

鬼
、
咸
出
迷
衢

（
（4
（

、
同
登
覚

（
（5
（

路
。

十
（
（5
（

方
三
世
一
切
諸
仏
、
諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
、
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
。

（
一
）
山
門
施
食
会
（
盂
蘭
盆
会
）
回
向
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
で
は
「
施
餓
鬼
七
月
十
五
日
」
に
作
り
、『
小
叢
林
略
清
規
』
で
は
「
盂

蘭
盆
会
回
向
七
月
十
五
」
に
作
る
。　
（
二
）
山
門
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』・『
小
叢
林
略
清
規
』
と
も
に
、「
某
門
」
に
作
る
。　
（
三
）

救
苦
之
日
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
で
は
「
救
苦
之
日
預
於
斯
日
」
に
作
る
。　
（
四
）
大
悲
円
満
無
礙
神
呪
、
開
甘
露
門
、
大
仏
頂
万
行

首
楞
厳
神
呪
（
観
音
普
門
品
）
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』・『
小
叢
林
略
清
規
』
と
も
に
、『
大
仏
頂
万
行
首
楞
厳
神
呪
』
と
す
る
。　
（
五
）

果
海
無
量
聖
賢
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
で
は
「
果
海
聖
賢
」
に
作
り
、『
諸
回
向
清
規
式
』
で
は
「
国
界
家
」
に
作
る
。　
（
六
）
各
々
＝

『
諸
回
向
清
規
式
』・『
小
叢
林
略
清
規
』
と
も
に
、「
各
各
」
に
作
る
。

＊

　
　

仏ぶ
つ

身し
ん

は
法ほ

つ

界か
い

に
充

じ
ゆ
う
ま
ん満

し
て
、
普あ

ま
ねく

一い
つ

切さ
い

の
群ぐ

ん
じ
よ
う

生
の
前ま

え

に
現げ

ん

ず
、

　
　

縁え
ん

に
随し

た
がい

感か
ん

に
赴お

も
むい

て
周あ

ま
ねか

ら
ず
と
い
う
こ
と
靡な

し
、
而し

か

も
常つ

ね

に
此こ

の
菩ぼ

提だ
い

の
座ざ

に
処し

よ

し
た
も
う
。

　
　

仰あ
お

ぎ
冀

こ
い
ね
がわ

く
ば
、
洪こ

う

慈じ

、
俯ふ

し
て
昭

し
よ
う
か
ん鑑

を
垂た

れ
た
ま
え
。

山さ
ん

門も
ん

今こ
ん

月げ
つ

十じ
ゆ
う
ご五

日に
ち

、
乃す

な
わち

衲の
つ

子す

自じ

恣し

の
辰し

ん

に
し
て
、
是こ

れ
盂う

蘭ら

盆ぼ
ん

救き
ゆ
う
く苦

の
日ひ

な
り
。

厳お
ご
そか

に
六ろ

く

味み

の
妙み

よ
う
く供

を
備そ

な

え
、
謹つ

つ
しん

で
現げ

ん

前ぜ
ん

の
清せ

い

衆し
ゆ

を
集あ

つ

め
、
聖

し
よ
う
ご
う号

を
称

し
よ
う
よ
う揚

し
、
祕ひ

呪し
ゆ

を
課か

持じ

し
、
今い

ま

満ま
ん

散さ
ん

に
当あ

た
っ
て
、
同ど

う
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音お
ん

に
大だ

い

悲ひ

円え
ん

満ま
ん

無む

礙げ

神じ
ん

呪し
ゆ

、
開か

い

甘か
ん

露ろ

門も
ん

、
大

だ
い
ぶ
つ
ち
よ
う

仏
頂
万ま

ん 

行ぎ
よ
う 

首し
ゆ

楞り
よ
う
ご
ん
じ
ん
し
ゆ

厳
神
呪
（
観か

ん

音の
ん

普ふ

門も
ん

品ぼ
ん

）
を
諷ふ

誦じ
ゆ

す
。

鳩あ
つ

む
る
所と

こ
ろの

善ぜ
ん

利り

は
、
仰あ

お

い
で
十

じ
つ
ぽ
う
じ
よ
う

方
常
住じ

ゆ
うの

三さ
ん

宝ぼ
う

、
果か

海か
い

無む
り
よ
う量

の
聖

し
よ
う
け
ん賢

を
讃た

た

え
、
護ご

法ほ
う

の
列れ

つ

位い

、
諸し

よ

天て
ん

の
仙せ

ん

衆し
ゆ

、
地じ

界か
い

水す
い

界か
い

、

大だ
い
し
よ
う

小
の
明

み
よ
う
れ
い霊

、
総そ

う

じ
て
は
日に

本ほ
ん

国こ
く

内な
い

、
一い

つ

切さ
い

の
明

み
よ
う
れ
い霊

、
一い

つ

切さ
い

の
権ご

ん

現げ
ん

、
三さ

ん

界が
い

の
万ば

ん

霊れ
い

、
十じ

つ

方ぽ
う

の
至し

し
よ
う聖

に
祝

し
ゆ
く
け
ん献

す
。

茲こ

の
善ぜ

ん

利り

に
憑よ

っ
て
、
普あ

ま
ねく

用も
ち

い
て
回え

厳ご
ん

す
。
次つ

ぎ

に
冀

こ
い
ね
がわ

く
ば
、
尽じ

ん

祠し

堂ど
う

内な
い

の
各か

く

々か
く

霊れ
い

位い

、
同お

な

じ
く
法ほ

う

味み

を
受う

け
、
以も

つ

て
仏ぶ

つ

祖そ

の
化け

門も
ん

を
護ま

も

り
、
各か

く

々か
く

威い

光こ
う

を
増ま

し
て
、
国こ

つ

家か

の
災さ

い
し
よ
う

障
を
除の

ぞ

か
ん
こ
と
を
。

専も
つ
ぱら

祈い
の

る
ら
く
は
、
各か

く

人じ
ん

多た
し
よ
う生

の
父ふ

母ぼ

、
歴

り
や
く
ご
う劫

の
寃お

ん

親し
ん

、
一い

つ

切さ
い

の
幽ゆ

う

霊れ
い

、
河が

沙し
や

の
餓が

鬼き

に
資し

薦せ
ん

し
、
咸

こ
と
ご
とく

迷め
い

衢く

を
出い

で
て
、
同お

な

じ
く
覚か

く

路ろ

に
登の

ぼ

ら
ん
こ
と
を
。

十じ
っ

方ぽ
う

三さ
ん

世ぜ

一い
っ

切さ
い

の
諸し

ょ

仏ぶ
つ

、
諸し

ょ

尊そ
ん

菩ぼ

薩さ
つ

摩ま

訶か

薩さ
つ

、
摩ま

訶か

般は
ん

若に
ゃ

波は

羅ら

蜜み
つ

。
＊

仏
身
は
す
べ
て
の
世
界
に
充
ち
満
ち
て
、
等
し
く
す
べ
て
の
い
き
も
の
の
前
に
姿
を
あ
ら
わ
し
ま
す
、

〔
仏
の
〕
機
縁
に
し
た
が
い
、〔
す
べ
て
の
人
び
と
の
〕
思
い
〔
や
悩
み
〕
に
駆
け
つ
け
、〔
そ
の
神
通
力
は
〕
す
べ
て
に

い
き
わ
た
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
し
か
も
、
つ
ね
に
こ
の
金
剛
宝
座
〔
す
な
わ
ち
仏
が
お
座
り
に
な
る
と
こ
ろ
〕

に
と
ど
ま
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

大
い
な
る
慈
悲
も
て
、
ど
う
か
〔
わ
た
し
た
ち
を
〕
ご
照
覧
く
だ
さ
い
。

　

当
山
で
は
、
今
月
十
五
日
は
、
自
ら
が
互
い
に
自
己
の
犯
し
た
罪
を
告
白
し
、
懺
悔
し
て
許
し
を
乞
う
日
で
あ
り
、〔
す
べ

て
の
い
き
も
の
を
〕
盂
蘭
盆
の
苦
し
み
か
ら
救
う
日
で
す
。
厳
か
に
六
種
の
味
の
す
ば
ら
し
い
供
物
を
そ
な
え
、
つ
つ
し
ん
で

目
の
前
の
清き

よ
ら
か浄

な
僧
た
ち
を
集
め
、〔
仏
の
〕
名
号
を
賛
嘆
し
、
秘ダ

ラ
ニ呪

を
誦
持
し
、
今
こ
の
日
の
満
了
に
あ
た
っ
て
、
声
を
そ

ろ
え
て
『
大
悲
円
満
無
礙
神
呪
』『
開
甘
露
門
』『
大
仏
頂
万
行
首
楞
厳
神
呪
』（『
観
音
普
門
品
』）
を
お
唱
え
し
ま
す
。〔
名
号
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の
賛
嘆
や
秘ダ

ラ
ニ呪

の
誦
持
な
ど
に
よ
っ
て
〕
集
め
ら
れ
た
功
徳
は
、
つ
つ
し
ん
で
世
界
中
の
常
住
な
る
〔
仏
・
法
・
僧
〕
の
三
宝
、

〔
修
行
を
終
え
た
〕
悟
り
の
境
地
に
あ
る
無
量
な
る
僧
侶
た
ち
を
讃
え
〔
る
と
と
も
に
〕、
仏
法
を
護
る
神
々
、
諸
天
の
仏
た
ち
、

地
上
・
水
中
・
陸
海
の
大
小
の
精
霊
た
ち
、
す
べ
集
め
て
は
、
日
本
国
内
の
す
べ
て
の
精
霊
た
ち
、
す
べ
て
の
神
々
、〔
欲

界
・
色
界
・
無
色
界
の
〕
三
界
の
す
べ
て
の
霊
、
世
界
中
の
智
徳
が
最
高
な
方
々
に
祈
り
捧
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
功

徳
に
よ
っ
て
広
く
回
向
し
て
厳
か
に
整
え
ま
す
。
次
に
願
う
こ
と
に
は
、
祠
堂
内
す
べ
て
の
各
々
霊
位
が
、
共
に
仏
法
の
奥
深

い
教
え
を
受
け
て
仏
祖
の
化お

し
え門

を
護
り
、
各
々
が
、
輝
か
し
い
光
を
増
し
て
、
国
家
の
災
い
や
さ
ま
た
げ
を
除
き
去
り
、〔
こ

の
世
界
を
〕
清
め
ま
す
よ
う
に
。
ひ
た
す
ら
に
願
う
こ
と
は
、
各
々
の
過
去
世
〔
に
お
い
て
生
み
育
て
て
く
れ
た
全
て
〕
の
父

母
、〔
過
去
世
か
ら
の
〕
永
き
に
わ
た
っ
て
怨
み
を
持
つ
者
や
親
し
い
者
、
す
べ
て
の
死
者
の
霊
魂
、
無
量
無
数
の
飢
餓
に
苦

し
む
も
の
に
手
向
け
て
、
す
べ
て
み
な
迷
い
の
世
界
を
抜
け
出
し
、
と
も
に
覚
り
の
路
に
登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

　

世
界
中
の
、
そ
し
て
過
去
・
現
在
・
未
来
と
い
う
三
世
の
一
切
の
諸
も
ろ
の
仏
が
た
よ
、
諸
も
ろ
の
尊
き
菩
薩
が
た
や
修
行

者
た
ち
よ
、
偉
大
な
る
完
成
さ
れ
た
最
高
の
智
慧
よ
。〔
こ
の
功
徳
が
成
就
し
ま
す
よ
う
に
。〕

＊

（
1
）	

仏
身
＝
「
仏
陀
の
身
」（『
禅
学
』p.1087

）、「
仏
の
肉
身
の
こ
と
。
仏
の
身
体
」（『
中
村
』p.1194

）。「
仏
身
充
満
於
法
界
…
…

而
常
処
此
菩
提
座
」
に
つ
い
て
、『
大
方
広
仏
華
の
厳
経
』
巻
六
「
如
来
現
相
品
二
」
に
同
文
が
見
え
る
。「
勝
音
菩
薩
、
蓮
華
の
台

に
坐
し
、
諸
の
菩
薩
衆
は
蓮
華
の
鬚
に
坐
す
。
各
其
の
上
に
於
い
て
次
第
に
坐
す
。
其
の
一
切
の
法
に
お
い
て
、
勝
音
菩
薩
、
深
き

法
界
を
了
り
、
大
歓
喜
を
生
ず
。
仏
の
行
ず
る
所
に
入
り
、
智
に
疑
滞
無
く
、
測
る
べ
か
ら
ざ
る
仏
の
法
身
の
海
に
入
り
、
一
切
の

刹
の
諸
の
如
来
の
所
に
往
き
て
、
身
の
諸
毛
孔
に
お
い
て
悉
く
神
通
を
現
ず
。
念
念
に
普
く
一
切
の
法
界
を
観
、
十
方
の
諸
仏
、
共

に
其
の
力
を
与
う
。
普
く
一
切
の
三
昧
に
安
住
せ
し
め
、
尽
く
未
来
劫
、
常
に
諸
仏
を
見
ゆ
。
無
辺
の
法
界
、
功
徳
の
海
の
身
、
乃

至
一
切
の
三
昧
解
脱
、
神
通
変
化
、
即
ち
衆
中
に
於
い
て
、
仏
の
威
神
を
承
し
、
十
方
を
観
察
し
て
、
而
し
て
頌
を
説
い
て
曰
く
、
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『
仏
身
は
法
界
に
充
満
し
、
普
く
一
切
の
群
生
の
前
に
現
れ
、
縁
に
随
い
感
に
赴
い
て
周
ね
か
ら
ざ
る
は
靡
き
も
而
も
恒
に
此
の
菩

提
の
座
に
処
す
。
…
…
普
く
衆
生
の
為
に
大
光
を
放
ち
、
各
雨
は
法
雨
も
て
其
の
心
を
称
す
』
と
（
勝
音
菩
薩
、
坐
蓮
華
台
、
諸
菩

薩
衆
坐
蓮
華
鬚
。
各
於
其
上
次
第
而
坐
。
其
一
切
法
、
勝
音
菩
薩
、
了
深
法
界
、
生
大
歓
喜
。
入
仏
所
行
、
智
無
疑
滞
、
入
不
可
測

仏
法
身
海
、
往
一
切
刹
諸
如
来
所
、
身
諸
毛
孔
悉
現
神
通
。
念
念
普
観
一
切
法
界
、
十
方
諸
仏
、
共
与
其
力
。
令
普
安
住
一
切
三
昧
、

尽
未
来
劫
、
常
見
諸
仏
。
無
辺
法
界
、
功
徳
海
身
、
乃
至
一
切
三
昧
解
脱
、
神
通
変
化
、
即
於
衆
中
、
承
仏
威
神
、
観
察
十
方
、
而

説
頌
曰
、
仏
身
充
満
於
法
界　

普
現
一
切
衆
生
前　

随
縁
赴
感
靡
不
周　

而
恒
処
此
菩
提
座
…
…
普
為
衆
生
放
大
光　

各
雨
法
雨
称

其
心
）」（T10-29c

～30a

）、
す
な
わ
ち
勝
音
菩
薩
の
説
い
た
頌
の
一
部
で
あ
る
。
そ
し
て
『
大
慧
普
覚
禅
師
語
録
』
巻
十
五
、
あ

る
僧
が
忠
（
＝
南
陽
慧
忠
）
国
師
に
問
う
場
面
、「
古
徳
云
く
、『
青
青
た
る
翠
竹
は
尽
く
是
れ
真
如
、
鬱
鬱
た
る
黄
花
は
般
若
に
非

ざ
る
無
し
』
と
。
有
る
人
は
許
さ
ず
、『
是
れ
邪
説
な
り
』
と
。
亦
た
有
る
人
は
信
じ
て
云
う
、『
不
思
議
な
り
』
と
。
若
為
な
る
か

を
知
ら
ず
」
に
対
し
て
、
忠
国
師
は
「
此
れ
は
蓋
し
普
賢
文
殊
の
境
界
に
し
て
、
諸
の
凡
小
に
し
て
能
く
信
受
す
る
に
は
非
ず
。
皆

な
大
乗
了
義
経
の
意
と
合
す
。
故
に
『
華
厳
経
』
に
云
く
、『
仏
身
は
法
界
に
充
満
し
、
普
く
一
切
の
群
生
の
前
に
現
れ
、
縁
に
随

い
感
に
赴
い
て
周
ね
か
ら
ざ
る
は
靡
き
も
而
も
恒
に
此
の
菩
提
の
座
に
処
す
』
と
。
翠
竹
は
既
に
法
界
を
出
で
ず
、
豈
に
法
身
に
非

ざ
ら
ん
や
」
と
答
え
（
僧
問
忠
国
師
、
古
徳
云
、
青
青
翠
竹
尽
是
法
身
、
欝
欝
黄
花
無
非
般
若
。
有
人
不
許
、
云
是
邪
説
。
亦
有
信

者
云
、
不
思
議
。
不
知
若
為
。
国
師
曰
、
此
蓋
普
賢
文
殊
境
界
、
非
諸
凡
小
而
能
信
受
。
皆
与
大
乗
了
義
経
意
合
。
故
華
厳
経
云
、

仏
身
充
満
於
法
界　

普
現
一
切
群
生
前　

随
縁
赴
感
靡
不
周　

而
恒
処
此
菩
提
座
。
翠
竹
既
不
出
於
法
界
、
豈
非
法
身
乎
。」（T47-

875a

）、
ま
た
、『
祖
堂
集
』
巻
三
、「〔
僧
〕
又
た
問
う
、
古
徳
曰
く
、『
青
青
た
る
翠
竹
は
尽
く
是
れ
真
如
、
鬱
鬱
た
る
黄
花
は
般

若
に
非
ざ
る
は
無
し
』
と
。
有
る
人
は
許
さ
ず
、『
是
れ
邪
説
な
り
』
と
。
亦
た
有
る
人
は
信
じ
て
云
う
、『
不
思
議
な
り
』
と
。
若

為
な
る
か
を
知
ら
ず
。
師
曰
く
、
此
れ
は
蓋
し
普
賢
文
殊
大
人
の
境
界
に
し
て
、
諸
の
凡
小
に
し
て
能
く
信
受
す
る
に
は
非
ず
。
皆

な
大
乗
了
義
経
の
意
と
合
す
。
故
に
『
華
厳
経
』
に
云
く
、『
仏
身
は
法
界
に
充
満
し
、
普
く
一
切
の
群
生
の
前
に
現
れ
、
縁
に
随

い
感
に
赴
い
て
周
ね
か
ら
ざ
る
は
靡
き
も
而
も
恒
に
此
の
菩
提
の
座
に
処
す
』
と
。
翠
竹
は
既
に
法
界
を
出
で
ず
、
豈
に
法
身
に
非

ざ
ら
ん
や
（
又
問
、
古
徳
曰
、
青
青
翠
竹
尽
是
真
如
、
鬱
鬱
黄
花
無
非
般
若
。
有
人
不
許
、
是
邪
説
。
亦
有
人
信
言
、
不
可
思
議
。
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不
知
若
為
。
師
曰
、
此
蓋
是
普
賢
文
殊
大
人
之
境
界
、
非
諸
凡
小
而
能
信
受
。
皆
与
大
乘
了
義
経
意
合
。
故
華
厳
経
云
、
仏
身
充
満

於
法
界　

普
現
一
切
群
生
前　

随
縁
赴
感
靡
不
周　

而
恒
処
此
菩
提
座
。
翠
竹
既
不
出
於
法
界
、
豈
非
法
身
乎
）」
と
あ
り
、
ど
ち

ら
も
『
華
厳
経
』
の
経
文
と
し
て
同
文
が
見
え
る
一
方
、『
碧
巌
録
』
第
九
十
七
則
「
金
剛
経
軽
賤
」
で
は
、「
古
人
道
く
、『
青
青

た
る
翠
竹
は
尽
く
是
れ
真
如
、
鬱
鬱
た
る
黄
花
は
般
若
に
非
ざ
る
無
し
』
と
。
若
し
見
得
徹
し
去
ら
ば
、
即
ち
是
れ
真
如
。
忽も

し
未

だ
見
得
せ
ず
ん
ば
、
作
麼
生
か
喚
ん
で
真
如
と
作
さ
ん
。『
華
厳
経
』
に
云
く
、『
若
し
人
、
三
世
一
切
の
仏
を
了
知
せ
ん
と
欲
せ
ば
、

応
に
法
界
の
性
は
一
切
唯
心
の
造
な
る
こ
と
を
観
ず
べ
し
』
と
（
古
人
道
、
青
青
翠
竹
尽
是
真
如
、
鬱
鬱
黄
花
無
非
般
若
。
若
見
得

徹
去
、
即
是
真
如
。
忽
未
見
得
、
且
道
作
麼
生
喚
作
真
如
。
華
厳
経
云
、
若
人
欲
了
知
三
世
一
切
仏　

応
観
法
界
性
一
切
唯
心
造
」

（T48-220c

）
と
あ
り
、
同
じ
『
華
厳
経
』
で
あ
り
な
が
ら
、「
若
人
欲
了
知
三
世
一
切
仏　

応
観
法
界
性
一
切
唯
心
造
」
の
経
文
を

引
用
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、『
禅
林
象
器
箋
』「
第
十
七
類　

諷
唱
門
」
章
・「
嘆
霊
」
条
に
は
、「
旧
説
に
曰
く
、『
亡
俗
回
向
の

首
語
を
嘆
霊
と
言
う
、
淨
極
光
通
達　

寂
照
含
虚
空
』
と
、
是
れ
な
り
。
忠
曰
く
、『
嘆
仏
嘆
真
、
其
の
義
自
存
せ
り
、
亡
俗
の
如

き
は
則
ち
仏
祖
に
例
し
て
以
て
其
の
徳
を
嘆
ず
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
唯
だ
善
を
修
し
仏
徳
を
憑
み
て
、
而
し
て
其
の
霊
を
抜
済
す
る

の
み
。
何
ぞ
霊
徳
を
嘆
ず
る
に
用
い
ん
。
故
に
施
食
法
の
回
向
の
首
語
の
如
く
曰
い
て
、
仏
身
充
満
於
法
界　

普
現
一
切
群
生
前
、

豈
に
是
れ
亡
霊
を
嘆
ず
る
徳
な
ら
ん
。
故
に
予
謂
え
ら
く
、
嘆
霊
の
目
は
杜ず

撰さ
ん

な
り
』
と
（
旧
説
曰
、
亡
俗
回
向
首
語
言
嘆
霊
、
浄

極
光
通
達　

寂
照
含
虚
空
、
是
也
。
忠
曰
、
嘆
仏
嘆
真
、
其
義
自
存
矣
、
如
亡
俗
則
不
可
例
仏
祖
以
嘆
其
徳
也
。
唯
修
善
憑
仏
徳
、

而
抜
済
其
霊
耳
。
何
用
嘆
霊
徳
。
故
如
施
食
法
回
向
首
語
曰
、
仏
身
充
満
於
法
界　

普
現
一
切
群
生
前
、
豈
是
嘆
亡
霊
德
者
哉
。
故

予
謂
、
嘆
霊
之
目
杜
撰
也
）」（
巻
十
三
・83b

～84a
）
と
し
、
嘆
仏
と
嘆
霊
の
違
い
を
述
べ
る
。
な
お
、『
幻
住
庵
清
規
』
巻
一
、

「
世
範
」
条
に
あ
っ
て
は
、「
国
忌
回
向
」（X63-578a

）・「
為
病
人
解
釈
念
誦
」（X63-585b

）
に
同
文
が
見
え
る
。

（
2
）	

充
満
＝
「
み
ち
て
い
る
こ
と
。
み
ち
み
ち
た
、
の
意
」（『
中
村
』p.664

）。

（
3
）	

法
界
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
30
）「
法
界
」
条
を
参
照
。

（
4
）	

群
生
＝
訳
注
④
「
本
尊
略
回
向
」
の
注
（
8
）「
群
生
」
条
を
参
照
。

（
5
）	

随
縁
＝
「
因
縁
に
随
順
す
る
。
機
縁
に
随
う
。
機
根
の
縁
に
応
じ
る
」（『
禅
学
』p.627

）。
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（
6
）	

赴
＝
「
①
で
か
け
る
②
駆
け
つ
け
る
③
身
を
投
げ
る
④
加
わ
る
⑤
志
望
を
急
ぎ
知
ら
せ
る
」（『
漢
辞
海
』p.1386

）。

（
7
）	

処
＝
「
居
住
す
る
、
留
ま
る
、
家
に
い
る
、
つ
き
あ
う
」（『
漢
辞
海
』p.158

）。

（
8
）	

菩
提
座
＝
「
菩
提
」
は
「
梵
／
巴bodhi　

意
訳
道
・
覚
・
智
」（『
禅
学
』p.1151

）、「
さ
と
り
。
正
智
の
は
た
ら
き
。
さ
と
り

の
智
慧
。
迷
い
か
ら
目
覚
め
る
こ
と
。
智
慧
の
は
た
ら
き
に
よ
っ
て
無
明
が
な
く
な
っ
た
状
態
」（『
中
村
』p.1221

～

‌
1222

）。「
菩

提
座
」
は
「
金
剛
宝
座
の
意
」（『
中
村
』p.1222

）。

（
9
）	

洪
慈
＝
「
洪
」
は
「
大
き
な
、
大
い
な
る
の
意
」（『
漢
辞
海
』p.82

）。「
洪
慈
」
は
「
大
い
な
る
仏
祖
の
慈
悲
の
意
」。

（
10
）	

昭
鑑
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
5
）「
照
鑑
」
条
を
参
照
。

（
11
）	

山
門
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
23
）「
山
門
」
条
を
参
照
。

（
12
）	

衲
子
＝
「
禅
僧
の
こ
と
。
衲
衣
を
着
し
た
僧
の
意
。
衲
僧
」（『
禅
学
』p.1008

）、「
衲
は
も
と
、
ぼ
ろ
き
れ
を
補
修
し
て
つ
く
っ

た
衣
を
意
味
し
、
袈
裟
の
こ
と
。
子
は
者
の
意
。
修
行
僧
。
普
通
、
禅
僧
が
自
分
を
さ
す
と
き
に
用
い
る
」（『
中
村
』p.1089

）。

（
13
）	

自
恣
＝
「
欲
す
る
が
ま
ま
に
得
る
こ
と
。
安
居
が
終
わ
っ
た
最
終
の
日
に
、
修
行
僧
ら
が
互
い
に
自
己
の
犯
し
た
罪
を
告
白
し
、

懺
悔
し
て
許
し
を
乞
う
こ
と
。
旧
律
で
は
七
月
十
五
日
、
新
律
で
は
八
月
十
五
日
に
行
う
」（『
中
村
』p.552

）。

（
14
）	

盂
蘭
盆
＝
「
イ
ン
ド
の
俗
語ullam

bana

の
音
訳
で
、
倒
懸
（
さ
か
さ
ま
に
懸
る
）
の
意
の
梵
語avalam

bana

の
訛
と
い
わ

れ
、
死
後
さ
か
さ
に
吊
さ
れ
る
よ
う
な
苦
し
み
を
救
う
た
め
に
行
う
祭
儀
と
さ
れ
る
。
盂
蘭
盆
の
典
拠
と
な
る
『
盂
蘭
盆
経
』
に
よ

る
と
、
仏
弟
子
目
揵
連
の
母
が
生
前
の
罪
業
の
た
め
に
、
七
月
十
五
日
の
自
恣
（
夏
安
居
の
解
散
式
）
の
日
に
、
百
味
の
飲
食
を
衆

僧
に
供
養
し
、
ま
た
餓
鬼
に
施
す
と
こ
ろ
の
施
餓
鬼
会
を
催
し
、
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
七
世
の
父
母
の
餓
鬼
界
に
お
け
る
苦
し
み
、

お
よ
び
次
世
の
父
母
の
苦
悩
が
除
か
れ
る
と
し
て
い
る
」（『
禅
学
』p.69

）、「
日
本
で
は
斉
明
天
皇
三
年
（
六
五
七
）
以
来
行
わ
れ

て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
七
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
を
盂
蘭
盆
と
し
た
。
農
閑
期
の
都
合
か
ら
、
あ
る
地
方
で
は
旧
暦
に
よ
っ

て
行
い
、
関
西
地
方
な
ど
で
は
、
八
月
の
同
日
に
行
う
」（『
中
村
』p.90
）。「
盂
蘭
盆
会
」
に
つ
い
て
は
、『
禅
林
象
器
箋
』「
第
十

六
類　

報
祷
門
」
章
・「
盂
蘭
盆
会
」
条
に
、「
七
月
十
五
日
、
僧
自
恣
の
時
、
当
に
七
世
の
父
母
、
及
び
現
在
の
父
母
、
戹
難
中
の

者
の
為
に
飯
百
味
五
果
、
汲
灌
の
盆
器
、
香
油
挺
燭
、
床
敷
臥
を
具
え
、
世
の
甘
美
を
尽
く
し
て
、
以
て
盆
の
中
に
著
け
て
十
方
の
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大
徳
修
僧
に
供
養
す
べ
し
。
此
の
日
に
当
た
り
て
、
一
切
の
聖
衆
、
或
い
は
山
間
に
在
り
て
禅
定
し
、
或
い
は
四
道
果
を
得
、
或
い

は
樹
下
に
在
り
て
経
行
し
、
或
い
は
六
通
自
在
に
し
て
声
聞
縁
覚
を
教
化
す
。
或
い
は
十
地
の
菩
薩
大だ

い

人に
ん

（
＝
仏
や
菩
薩
）
権
り
に

比
丘
と
現
じ
て
大
衆
の
中
に
在
り
て
、
皆
同
一
心
に
鉢
和
羅
飯
を
受
く
。
清
浄
戒
を
具
す
る
聖
衆
の
道
、
其
の
徳
汪
洋
た
り
（
七
月

十
五
日
、
僧
自
恣
時
、
当
為
七
世
父
母
、
及
現
在
父
母
、
戹
難
中
者
具
飯
百
味
五
果
、
汲
灌
盆
器
、
香
油
挺
燭
、
床
敷
臥
具
、
尽
世

甘
美
、
以
著
盆
中
供
養
十
方
大
徳
衆
僧
。
当
此
之
日
、
一
切
聖
衆
、
或
在
山
間
禅
定
、
或
得
四
道
果
、
或
在
樹
下
経
行
、
或
六
通
自

在
教
化
声
聞
縁
覚
。
或
十
地
菩
薩
大
人
権
現
比
丘
在
大
衆
中
、
皆
同
一
心
受
鉢
和
羅
飯
。
具
清
浄
戒
聖
衆
之
道
、
其
德
汪
洋
）」（
巻

十
三
・24a
～b
）
と
あ
る
。
な
お
、「
盂
蘭
盆
会
」
は
「
施
食
会
」
と
も
称
さ
れ
る
が
、『
禅
林
象
器
箋
』「
第
十
九
類　

喪
薦
門
」

章
・「
施
食
法
」
条
に
、「『
勅
修
清
規
』
月
分
須
知
に
云
く
、『
七
月
十
五
日
、
晩
盂
蘭
盆
会
を
設
く
、
諷
経
施
食
〈
又
た
施
餓
鬼
食

の
処
に
見
ゆ
〉』
と
。『
幻
住
庵
清
規
』
に
普
施
法
食
の
文
を
載
す
。
日
本
禅
林
行
ず
る
所
と
異
な
る
な
り
。『
救
抜
焔
口
餓
鬼
経
』

に
云
く
、『
阿
難
独
り
静
処
に
居
す
、
中
夜
忽
ち
一
の
餓
鬼
を
見
ゆ
。
名
を
焔
口
と
曰
い
、
口
中
火
燃
え
、
咽
針
鋒
の
如
し
。
阿
難

に
白
し
て
言
わ
く
、「
汝
三
日
の
後
、
我
が
趣
中
に
死
せ
ん
。」
阿
難
惶
怖
し
て
問
う
、「
何
の
方
便
か
あ
ら
ん
」
餓
鬼
答
え
て
言
わ

く
、「
汝
明
日
若
し
能
く
百
千
那
由
多
恒
河
沙
数
の
餓
鬼
、
並
び
に
百
千
の
婆
羅
門
仙
等
に
布
施
し
、
摩
伽
陀
国
所
用
の
斛
を
以
て

各
一
斛
の
飲
食
を
施
し
、
並
び
に
及
ん
で
我
が
為
に
三
宝
を
供
養
せ
ば
、
汝
寿
を
増
す
を
得
、
我
を
し
て
餓
鬼
の
苦
を
離
れ
せ
し
め

て
、
天
上
に
生
ず
る
を
得
ん
」
阿
難
仏
に
白
す
、
仏
阿
難
に
告
ぐ
、「
怖
れ
る
勿
れ
、
我
能
く
方
便
せ
ん
、
陀
羅
尼
有
り
、
名
づ
け

て
『
無
量
威
德
自
在
光
明
勝
妙
力
』
と
曰
う
。
即
ち
能
く
俱
胝
那
由
他
、
百
千
恒
河
沙
数
の
餓
鬼
及
び
婆
羅
門
仙
等
に
上
妙
の
飲
食

を
充
足
し
て
、
一
一
皆
摩
伽
陀
国
所
用
の
斛
、
七
七
斛
の
食
を
得
ん
。
能
く
彼
の
衆
に
食
せ
し
め
て
、
苦
身
を
解
脱
し
て
、
天
上
に

生
ず
る
を
得
ん
。
阿
難
、
汝
今
受
持
せ
ば
、
福
徳
寿
命
、
皆
増
長
す
る
こ
と
を
得
ん
。」
陀
羅
尼
を
説
い
て
曰
く
、「
曩
謨
薩
縛
。
怛

佗
孽
跢
。
嚩
路
枳
帝
。
唵
三
跋
羅
三
跋
羅
吽
」
仏
阿
難
に
告
ぐ
、「
若
し
人
長
寿
福
徳
増
栄
を
求
め
て
檀
波
羅
蜜
を
満
足
せ
ん
と
欲

せ
ば
、
毎
晨
朝
、
及
び
一
切
時
に
於
い
て
悉
く
障
礙
無
し
、
一
の
浄
器
を
取
り
て
、
盛
る
に
浄
水
を
以
て
少
飲
麨
、
及
び
餅
飯
等
を

置
き
て
、
右
手
に
器
を
按
じ
、
前
の
陀
羅
尼
す
誦
す
こ
と
七
徧
〈
云
云
広
説
、
具
さ
に
引
く
能
わ
ず
〉』
と
（
敕
修
清
規
月
分
須
知

云
、
七
月
十
五
日
、
晚
設
盂
蘭
盆
会
。
諷
経
施
食
〈
又
見
施
餓
鬼
食
処
〉。
幻
住
庵
清
規
載
普
施
法
食
文
。
与
日
本
禅
林
所
行
異
也
。
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救
抜
焔
口
餓
鬼
経
云
、
阿
難
独
居
静
処
、
中
夜
忽
見
一
餓
鬼
。
名
曰
焔
口
、
口
中
火
然
、
咽
如
針
鋒
。
白
阿
難
言
、
汝
三
日
後
、
死

我
趣
中
。
阿
難
惶
怖
、
問
何
方
便
。
餓
鬼
答
言
、
汝
於
明
日
若
能
布
施
百
千
那
由
他
恒
河
沙
数
餓
鬼
、
並
百
千
婆
羅
門
仙
等
、
以
摩

伽
陀
国
所
用
之
斛
各
施
一
斛
飲
食
、
並
及
為
我
供
養
三
宝
、
汝
得
増
寿
、
令
我
離
於
餓
鬼
之
苦
、
得
生
天
上
。
阿
難
白
仏
、
仏
告
阿

難
、
勿
怖
、
我
能
方
便
、
有
陀
羅
尼
、
名
曰
無
量
威
德
自
在
光
明
勝
妙
力
。
即
能
充
足
俱
胝
那
由
他
、
百
千
恒
河
沙
数
餓
鬼
及
婆
羅

門
仙
等
上
妙
飲
食
、
一
一
皆
得
摩
伽
陀
国
所
用
之
斛
、
七
七
斛
食
。
能
食
彼
衆
、
解
脱
苦
身
、
得
生
天
上
。
阿
難
、
汝
今
受
持
、
福

德
寿
命
、
皆
得
増
長
。
説
陀
羅
尼
曰
、
曩
謨
薩
縛
。
怛
佗
孽
跢
。
嚩
路
枳
帝
。
唵
三
跋
羅
三
跋
羅
吽
。
仏
告
阿
難
、
若
人
欲
求
長
寿

福
徳
増
栄
満
足
檀
波
羅
蜜
、
每
於
晨
朝
、
及
一
切
時
悉
無
障
礙
、
取
一
浄
器
、
盛
以
浄
水
、
置
少
飲
麨
、
及
餅
飯
等
、
右
手
按
器
、

誦
前
陀
羅
尼
七
徧
〈
云
云
広
説
不
能
具
引
〉）」（
巻
十
四
・61b

～62b

）
と
あ
る
。
ま
た
「
施
食
」
に
つ
い
て
も
同
じ
く
『
禅
林
象

器
箋
』「
第
十
九
類　

喪
薦
門
」
章
・「
施
餓
鬼
食
」
条
に
「
施
食
具
さ
に
は
施
餓
鬼
食
と
言
う
。『
釈
門
正
統
』
に
云
く
、『
若
し
夫

れ
施
食
の
法
は
、
又
た
一
切
の
人
天
の
知
る
所
に
非
ず
、
惟
だ
如
来
、
大
慈
を
以
て
普
覆
、
一
切
の
含
霊
、
其
の
飢
餓
苦
悩
を
受
く

る
に
忍
び
ず
、
故
に
面
然
鬼
王
の
縁
起
を
仮
り
て
、
阿
難
尊
者
を
し
て
一
摶
食
を
以
て
呪
を
誦
し
て
之
を
施
さ
し
む
。
今
緇
素
通
じ

行
な
う
。
之
を
施
餓
鬼
食
と
謂
う
。
経
律
に
出
ず
所
、
三
の
不
同
有
り
。
一
に
『
涅
槃
経
』
に
之
を
曠
野
鬼
と
謂
い
、
二
に
『
焔
口

経
』
に
之
を
焔
口
鬼
と
謂
い
、
三
に
『
鼻
奈
耶
律
』
に
之
を
訶
利
帝
母
と
謂
う
、
皆
如
来
の
善
権
示
迹
に
由
り
て
、
後
の
学
者
を
し

て
、
依
り
て
之
を
行
ぜ
俾
む
、
其
の
行
ず
る
所
を
観
る
に
、
力
を
用
い
る
こ
と
甚
約
に
、
功
を
収
む
る
こ
と
甚
だ
博
し
。
夫
の
霊
輙

戈
を
倒
に
し
、
漂
母
返
哺
の
儔
を
回
視
す
る
に
、
誠
に
天
淵
の
間
有
り
、
所
謂
曠
野
鬼
並
び
に
訶
利
帝
母
は
、
今
仏
弟
子
た
る
も
の

食
う
毎
に
必
ず
生
飯
を
出
す
は
是
れ
な
り
。
所
謂
焔
口
鬼
及
び
婆
羅
門
仙
は
、
今
仏
弟
子
た
る
も
の
、
至
心
に
弁
ず
る
所
の
斛
食
を

云
う
も
の
是
れ
な
り
（
施
食
具
言
施
餓
鬼
食
。
釈
門
正
統
云
、
若
夫
施
食
之
法
、
又
非
一
切
人
天
所
知
、
惟
如
来
、
以
大
慈
普
覆
、

不
忍
一
切
含
霊
、
受
其
飢
餓
苦
悩
、
故
仮
面
然
鬼
王
縁
起
、
令
阿
難
尊
者
以
一
摶
食
誦
呪
施
之
。
今
緇
素
通
行
。
謂
之
施
餓
鬼
食
。

経
律
所
出
、
有
三
不
同
。
一
涅
槃
経
謂
之
曠
野
鬼
、
二
焔
口
経
謂
之
焔
口
鬼
、
三
鼻
奈
耶
律
謂
之
訶
利
帝
母
、
皆
由
如
来
善
権
示
迹
、

俾
後
之
学
者
、
依
而
行
之
、
観
其
所
行
、
用
力
甚
約
、
收
功
甚
博
。
回
視
夫
霊
輙
倒
戈
、
漂
母
返
哺
之
儔
、
誠
有
天
淵
之
間
、
所
謂

曠
野
鬼
並
訶
利
帝
母
者
、
今
為
仏
弟
子
毎
食
必
出
生
飯
者
是
也
。
所
謂
焔
口
鬼
及
婆
羅
門
仙
者
、
今
為
仏
弟
子
、
至
心
所
弁
斛
食
者
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是
也
）」（
巻
十
四
・62a

～63a

）
と
あ
り
、
さ
ら
に
、『
禅
林
象
器
箋
』「
第
十
九
類　

喪
薦
門
」
章
・「
開
甘
露
門
」
条
で
は
、「
施

食
法
を
亦
た
開
甘
露
門
と
曰
う
（
施
食
法
亦
曰
開
甘
露
門
）」（
巻
十
四
・63a

～b

）
と
あ
る
。

（
15
）	

六
味
＝
訳
注
⑤
「
喫
齋
偈
」
の
注
（
3
）「
三
徳
六
味
」
条
を
参
照
。

（
16
）	
現
前
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
11
）「
現
前
」
条
を
参
照
。

（
17
）	
清
衆
＝
訳
注
⑥
「
修
正
会
回
向
」
の
注
（
5
）「
清
衆
」
条
を
参
照
。

（
18
）	

称
揚
＝
訳
注
③
「
尊
宿
山
頭
念
誦
」
の
注
（
13
）「
称
揚
」
条
を
参
照
。

（
19
）	

聖
号
＝
訳
注
③
「
尊
宿
山
頭
念
誦
」
の
注
（
14
）「
聖
号
」
条
を
参
照
。

（
20
）	

課
持
＝
「
課
」
は
「
①
試
験
す
る
。
こ
こ
ろ
み
る
②
成
績
を
評
定
す
る
③
割
り
当
て
た
仕
事
の
完
成
を
督
促
す
る
④
要
求
す
る
⑤

習
う
⑥
税
と
し
て
割
り
あ
て
る
」（『
漢
辞
海
』p.1338

～

‌
1339

）。

（
21
）	

秘
呪
＝
「
秘
密
呪
」
の
こ
と
。
訳
注
④
「
普
回
向
①
」
の
注
（
4
）「
楞
厳
秘
密
呪
」
条
を
参
照
。

（
22
）	

満
散
＝
訳
注
⑥
「
修
正
満
散
会
回
向
」
の
注
（
10
）「
満
散
」
条
を
参
照
。

（
23
）	

諷
誦
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
12
）「
諷
誦
」
条
を
参
照
。

（
24
）	

善
利
＝
訳
注
④
「
火
徳
鎮
守
回
向
」
の
注
（
4
）「
善
利
」
条
を
参
照
。

（
25
）	

果
海
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
6
）「
果
海
」
条
を
参
照
。

（
26
）	

聖
賢
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
7
）「
聖
賢
」
条
を
参
照
。

（
27
）	

祝
献
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
8
）「
祝
献
」
条
を
参
照
。

（
28
）	

列
位
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
9
）「
列
位
」
条
を
参
照
。

（
29
）	

仙
衆
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
10
）「
仙
衆
」
条
を
参
照
。

（
30
）	

地
界
水
界
＝
訳
注
⑥
「
修
正
満
散
会
回
向
」
の
注
（
27
）「
地
界
水
界
」
条
を
参
照
。

（
31
）	

明
霊
＝
訳
注
④
「
韋
駄
天
回
向
」
の
注
（
9
）「
明
霊
」
条
を
参
照
。

（
32
）	

権
現
＝
「
仏
が
衆
生
済
度
の
た
め
に
現
世
に
化
現
す
る
こ
と
。
仏
・
菩
薩
が
仮
に
神
と
し
て
垂
迹
の
化
身
を
日
本
に
現
し
た
と
い
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う
本
地
垂
迹
の
説
に
よ
っ
た
神
が
み
の
称
」（『
禅
学
』p.364

）、「
権
化
・
応
現
・
示
現
な
ど
と
も
い
う
」（『
中
村
』p.433

）。

（
33
）	

至
聖
＝
訳
注
④
「
祠
堂
回
向
」
の
注
（
6
）「
至
聖
」
条
を
参
照
。

（
34
）	

回
厳
＝
訳
注
④
「
火
徳
鎮
守
回
向
」
の
注
（
5
）「
回
厳
」
条
を
参
照
。

（
35
）	
祠
堂
＝
訳
注
④
「
祠
堂
回
向
」
の
注
（
5
）「
祠
堂
」
条
を
参
照
。

（
36
）	
法
味
＝
「
仏
法
の
妙
味
、
ま
た
妙
味
あ
る
仏
法
」（『
禅
学
』p.1143

）、「
真
理
の
本
質
」（『
中
村
』p.593

）。

（
37
）	

仏
祖
＝
訳
注
③
「
尊
宿
山
頭
念
誦
」
の
注
（
17
）「
仏
祖
」
条
を
参
照
。

（
38
）	

門
＝
「
入
口
。
ま
た
出
入
を
い
う
。
区
限
。
同
じ
法
系
や
家
風
に
属
す
る
範
囲
の
称
」（『
禅
学
』p.1229

）。

（
39
）	

威
光
＝
「
み
い
ず
。
た
け
き
光
。
威
力
」（『
中
村
』p.33

～

‌
34

）。

（
40
）	

障
＝
「
と
り
で
。
し
き
り
。
じ
ゃ
ま
も
の
。
さ
し
つ
か
え
」（『
漢
辞
海
』p.1547

）。

（
41
）	

資
薦
＝
「
資
は
た
す
け
る
、
あ
た
え
る
。
薦
は
す
す
め
る
。
手
向
け
て
ま
つ
る
こ
と
」（『
禅
学
』p.441

）。『
禅
苑
清
規
』
巻
七

「
亡
僧
」
条
に
、「
塔
前
十
念
『
詞
に
云
く
、
切
に
以
ん
み
れ
ば
、
歿
故
某
人
、
既
に
縁
に
随
い
て
順
寂
す
。
乃
ち
法
に
依
り
て
荼
毗

す
。
百
年
の
弘
道
の
身
を
焚や

き
、
一
路
涅
槃
の
径
に
入
る
。
仰
い
で
尊
衆
に
憑た

の

み
て
、
覚
霊
を
資
助
す
。
乃
ち
十
念
を
称
し
、
罷
り

て
云
く
、
上
来
聖
号
を
称
揚
し
、
往
生
を
資
薦
す
。
惟
だ
願
わ
く
は
、
慧
鏡
分
輝
し
、
真
風
彩
を
散は

な

ち
、
菩
提
の
園
裏
に
覚
意
の
花

を
開
敷
し
、
法
性
海
中
に
塵
心
の
垢
を
蕩
滌て

き

し
、
茶
三
奠
を
傾
け
、
香
一
炉
に
爇た

か
ん
。
用
薦
雲
程
、
和
南
聖
衆
（
塔
前
十
念
詞
云
、

切
以
歿
故
某
人
、
既
随
縁
順
寂
。
乃
依
法
以
荼
毗
。
焚
百
年
弘
道
の
身
、
入
一
路
涅
槃
之
径
。
仰
憑
尊
衆
資
助
覚
霊
。
乃
称
十
念
、

罷
云
、
上
来
称
揚
聖
号
、
資
薦
徃
生
。
惟
願
、
慧
鏡
分
輝
、
真
風
散
彩
、
菩
提
園
裏
開
敷
覚
意
之
花
、
法
性
海
中
蕩
滌
塵
心
之
垢
、

茶
傾
三
奠
、
香
爇
一
炉
。
用
薦
雲
程
、
和
南
聖
衆
）」（X63-541c

）
と
あ
る
。

（
42
）	

多
生
＝
「
罪
障
深
く
し
て
い
く
た
び
も
生
死
を
繰
り
返
す
身
。
六
道
輪
廻
の
生
」（『
禅
学
』p.824

）。「
多
生
父
母
、
歴
劫
怨

親
」
に
つ
い
て
は
、『
増
修
教
苑
清
規
』
巻
二
「
安
居
門
第
七
」
章
・「
蘭
盆
会
」
に
「
某
路
某
寺
住
持
比
丘
某
と
比
丘
衆　

七
月
十

五
日
、
伏
し
て
目
連
大
士
救
親
の
辰
に
値
う
。
預あ

ら
かじ

め
半
月
に
懺
法
を
薫
修
し
、
経
文
を
諷
誦
し
て
楽
邦
の
聖
号
を
繫
念
し
、
茲
に

満
散
に
盂
蘭
盆
を
修
設
し
、
常
住
の
三
宝
、
十
方
の
衆
僧
に
供
養
す
。
集
む
る
所
の
殊
勛
は
生
身
の
父
母
、
歴
劫
の
怨
親
、
法
界
の
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含
霊
に
答
報
し
、
同
じ
く
浄
域
に
生
ず
る　

伏
し
て
以
ん
み
れ
ば
、
乾
を
父
と
称
し
坤
を
母
と
称
す
。
誠
に
覆
燾
の
偏
な
ら
ざ
る
。

仏
尊
む
べ
く
法
師
と
す
べ
く
、
謂
く
依
帰
の
託
有
り
、
諸
子
塗
炭
に
厄
窮
し
、
至
人
塵
凡
に
利
楽
す
。
皇
覚
博
済
の
心
を
推
し
、
物

機
遍
く
赴
く
。
青
提
倒
懸
の
苦
を
抜
き
、
縁
感
斯
こ
に
彰
し
、
教
百
世
の
余
に
伝
う
。
時
七
月
の
望
に
届
い
て
、
秋
風
乍た

ち
まち

起
こ
る
。

遊
子
の
念
を
悲
し
む
。
故
郷
の
白
雲
孤
飛
し
て
吾
が
親
其
の
下
に
舎い

こ

う
を
想
う
。
況
ん
や
霜
露
沾
濡
し
て
、
而
し
て
既
に
降
り
、
乃

ち
焄
蒿
悽
愴
以
て
堪
え
難
く
、
生
じ
て
三
年
、
懐
に
免
ず
。
豈
に
勝
れ
て
言
わ
ん
や
。
一
日
其
の
力
を
用
い
る
有
り
、
孰
か
報
う
を

擬
せ
ん
。
蘭
盆
供
設
の
飱
を
奉
じ
て
、
蓮
社
懺
摩
の
法
を
行
う
。
要
期
昔
に
在
り
、
志
を
今
に
剋
す
。
伏
し
て
願
わ
く
は
、
我
等
多

生
の
父
母
、
歴
劫
の
怨
親
、
愛
河
千
尺
の
狂
瀾
を
枯
し
て
、
余
滴
を
留
め
ず
。
性
空
一
輪
の
帰
月
を
浄
し
て
、
高
く
重
輝
を
朗
す
。

若
し
く
は
没
し
、
若
し
く
は
存
し
、
常
に
安
じ
常
に
楽
す
。
謹
ん
で
疏
す
。　

某
年
七
月　

日
疏
（
某
路
某
寺
住
持
比
丘
某
比
丘
衆　

七
月
十
五
日
、
伏
値
目
連
大
士
救
親
之
辰
。
預
於
半
月
薫
修
懺
法
、
諷
誦
経
文
繫
念
楽
邦
聖
号
、
茲
者
満
散
修
設
盂
蘭
盆
、
供
養
常

住
三
宝
、
十
方
衆
僧
。
所
集
殊
勛
答
報
生
身
父
母
、
歴
劫
怨
親
、
法
界
含
霊
、
同
生
浄
域
者　

伏
以
、
乾
称
父
坤
称
母
。
誠
覆
燾
之

不
偏
。
仏
可
尊
法
可
師
、
謂
依
帰
之
有
託
、
諸
子
厄
窮
於
塗
炭
、
至
人
利
楽
於
塵
凡
推
。
皇
覚
博
済
之
心
、
物
機
遍
赴
。
抜
青
提
倒

縣
之
苦
、
縁
感
斯
彰
、
教
伝
百
世
之
余
。
時
届
七
月
之
望
、
秋
風
乍
起
。
悲
遊
子
念
。
故
郷
白
雲
孤
飛
想
吾
親
舍
其
下
。
況
霜
露
沾

濡
、
而
既
降
、
乃
焄
蒿
悽
愴
以
難
堪
、
生
三
年
、
免
于
懐
。
豈
勝
言
者
。
有
一
日
用
其
力
、
孰
擬
報
乎
。
奉
蘭
盆
供
設
之
飱
、
行
蓮

社
懺
摩
之
法
。
要
期
在
昔
、
尅
志
于
今
。
伏
願
、
我
等
多
生
父
母
、
歴
劫
怨
親
、
枯
発
河
千
尺
之
狂
瀾
、
不
留
余
滴
。
浄
性
空
一
輪

之
帰
月
、
高
朗
重
輝
。
若
没
、
若
存
、
常
安
常
楽
。
謹
疏
。
某
年
七
月　

日
疏
）」（X57-336b

～c

）
に
見
え
る
。

（
43
）	

父
母
＝
「
父
と
母
。
自
己
の
本
源
」（『
禅
学
』p.1097
）。

（
44
）	

歴
劫
＝
「
り
ゃ
っ
こ
う
と
も
。
永
遠
の
時
を
経
過
す
る
こ
と
。
劫
（kalpa　

劫
波
）
は
長
年
月
。
永
い
時
間
」（『
禅
学
』

p.1269

）、「
幾
多
の
長
い
生
涯
を
経
て
修
行
す
る
こ
と
」（『
中
村
』p.1421

）。

（
45
）	

寃
親
＝
「
自
分
を
害
す
る
者
と
自
分
を
愛
し
て
く
れ
る
者
」（『
中
村
』p.136

）。
ち
な
み
に
、『
禅
学
』
で
は
、「
怨
親
平
等
」
と

し
て
「
怨
憎
す
る
人
人
に
対
し
て
も
、
親
愛
す
る
人
人
に
対
し
て
も
、
差
別
す
る
こ
と
な
く
、
慈
悲
愛
護
の
念
を
も
っ
て
接
す
る
こ

と
。
慈
悲
喜
捨
の
四
無
量
心
を
修
し
、
最
後
の
捨
心
に
至
っ
て
、
怨
親
平
等
が
実
現
さ
れ
る
」（p.131

）
と
あ
る
。
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（
46
）	

幽
霊
＝
「
死
者
の
霊
魂
の
意
」（『
禅
学
』p.1246

）、「
亡
魂
・
亡
霊
に
同
じ
。
禅
宗
で
、
比
丘
尼
の
死
後
、
法
名
の
底
字
と
し
て

用
い
る
こ
と
が
あ
る
」（『
中
村
』p.1386

）。

（
47
）	

河
沙
＝
「
恒
河
沙
の
略
。
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
。
無
量
数
を
示
す
」（『
禅
学
』p.158

）。

（
48
）	
餓
鬼
＝
「
梵preta

／
巴peta　

音
訳
薛
荔
多
。
三
悪
趣
・
四
悪
趣
・
六
趣
の
一
。
前
生
に
慳
貪
嫉
妬
を
も
っ
て
、
身
・
口
・

意
の
悪
行
を
し
た
報
い
と
し
て
趣
く
と
こ
ろ
と
さ
れ
、
常
に
飢
渇
に
苦
し
む
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
」（『
禅
学
』p.149

）、

「
鬼
は
死
者
の
た
ま
し
い
の
こ
と
。
恐
ろ
し
い
も
の
を
意
味
し
な
い
。
餓
は
つ
け
た
り
の
字
で
あ
る
。
古
代
イ
ン
ド
で
は
祖
霊
の
こ

と
をpreta
（
逝
き
し
者
）
と
よ
び
、
そ
れ
は
子
孫
の
供
え
物
（
食
物
な
ど
）
を
期
待
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
観
念

が
仏
教
に
と
り
入
れ
ら
れ
、
飢
え
て
食
物
を
待
つ
死
者
と
考
え
ら
れ
た
。
六
道
の
一
つ
の
餓
鬼
道
に
住
む
者
。
悪
業
の
報
い
と
し
て

餓
鬼
道
に
堕
ち
た
亡
者
。
飢
餓
に
苦
し
む
者
。
福
徳
の
な
い
者
が
陥
り
、
常
に
飢
え
・
渇
き
・
苦
し
み
に
悩
ま
さ
れ
て
、
た
ま
た
ま

食
物
を
得
て
も
、
こ
れ
を
食
べ
よ
う
と
す
る
と
、
炎
が
発
し
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
わ
れ
る
」（『
中
村
』p.162

）。

（
49
）	

衢
＝
「
四
方
八
方
に
通
じ
る
道
路
。
み
ち
」（『
漢
辞
海
』p.1289

）。

（
50
）	

覚
路
＝
訳
注
①
「
龕
前
念
誦
」
の
注
（
8
）「
薦
清
魂
於
覚
路
」
条
を
参
照
。

（
51
）	

十
方
三
世
一
切
諸
仏
…
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
＝
訳
注
①
「
鎖
龕
［
起
龕
］
仏
事
」
の
注
（
4
）「
十
方
三
世
一
切
諸
仏
…
摩
訶
般
若

波
羅
蜜
」
条
を
参
照
。

小 

施 

食 

会 

回 

向
（
施
食
略
回
向
）（
一
）

（『
臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
第
二
巻
「
年
分
諷
経
」p.215

～

‌
217

、『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
一
・
諸
回
向
之
部
「
施
食
略
通
回
向
」

27b

～28a･T81-633c

、『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
下
「
施
食
略
回
向
」T81-716a

・「
禅
文
化
本
」p.183

～184/p.315a

、
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「
江
湖
法
式
梵
唄
抄
」p.180

）

上（
１
）来

称（
２
）揚

聖（
３
）号

、
課（

４
）持

祕（
５
）呪

諷（
６
）誦

。

大
悲
円
満
無
礙
神
呪
、
開
甘
露
門（
二
）、
所
集
功（

７
）徳

奉
為
。

（
法
名
）（
各
々
）
霊
位
、
有
縁
無
縁（
三
）、
三
界
万
霊
、
十
方
至（

８
）聖

、
伏
願
。

資（
９
）薦

各
人
多

（
（1
（

生
父

（
（1
（

母
、
歴

（
（1
（

劫
寃

（
（1
（

親
、
一
切
幽

（
（1
（

霊
、
河

（
（1
（

沙
餓

（
（1
（

鬼
、
咸
出
迷
衢

（
（1
（

、
同
登
覚

（
（1
（

路
。

十
（
（1
（

方
三
世
一
切
諸
仏
、
諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
、
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
。

（
一
）
小
施
食
会
回
向
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
で
は
「
施
食
略
通
回
向
」
に
作
り
、『
小
叢
林
略
清
規
』
で
は
「
施
食
略
回
向
」
に
作
る
。　

（
二
）
大
悲
円
満
無
礙
神
呪
、
開
甘
露
門
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』・『
小
叢
林
略
清
規
』
と
も
に
、『
大
悲
円
満
無
礙
神
呪
』
の
み
を
挙
げ

る
。　
（
三
）（
法
名
）（
各
々
）
霊
位
、
有
縁
無
縁
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
で
は
「
某
名
」
に
作
り
、『
小
叢
林
略
清
規
』
で
は
こ
の
箇
所

を
欠
く
。

＊

上じ
よ
う
ら
い

来
、
聖

し
よ
う
ご
う号

を
称

し
よ
う
よ
う揚

し
、
祕ひ

呪し
ゆ

を
課か

持じ

し
、
大だ

い

悲ひ

円え
ん

満ま
ん

無む

礙げ

神じ
ん

呪し
ゆ

、
開か

い

甘か
ん

露ろ

門も
ん

を
諷ふ

誦じ
ゆ

す
。
集あ

つ

む
る
所と

こ
ろの

功く

徳ど
く

は
、（
法
名
）

（
各か

く

々か
く

）
霊れ

い

位い

、
有う

縁え
ん

無む

縁え
ん

の
三さ

ん

界が
い

万ば
ん

霊れ
い

、
十じ

つ

方ぽ
う

の
至し

し
よ
う聖

の
為た

め

に
し
奉

た
て
ま
つる

。
伏ふ

し
て
願ね

が

わ
く
ば
、
各か

く

人じ
ん

多た
し
よ
う生

の
父ふ

母ぼ

、
歴

り
や
く
ご
う劫

の

寃お
ん

親し
ん

、
一い

つ

切さ
い

の
幽ゆ

う

霊れ
い

、
河が

沙し
や

の
餓が

鬼き

に
資し

薦せ
ん

し
、
咸

こ
と
ご
とく

迷め
い

衢く

を
出い

で
て
、
同お

な

じ
く
覚か

く

路ろ

に
登の

ぼ

ら
ん
こ
と
を
。
十じ

っ

方ぽ
う

三さ
ん

世ぜ

一い
っ

切さ
い

の

諸し
ょ

仏ぶ
つ

、
諸し

ょ

尊そ
ん

菩ぼ

薩さ
つ

摩ま

訶か

薩さ
つ

、
摩ま

訶か

般は
ん

若に
ゃ

波は

羅ら

蜜み
つ

。

＊
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こ
れ
ま
で
名
号
を
賛
嘆
し
、
秘ダ

ラ
ニ呪

を
誦
持
し
、『
大
悲
円
満
無
礙
神
呪
』『
開
甘
露
門
』
を
読
誦
致
し
ま
し
た
。〔
そ
れ
に

よ
っ
て
〕
集
め
ら
れ
た
功
徳
は
、（
法
名
）（
各
々
）
の
霊
魂
、
有
縁
無
縁
の
〔
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
〕
三
界
の
す
べ
て
の
霊
、

世
界
中
の
智
徳
が
最
高
な
方
々
の
た
め
に
捧
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
伏
し
て
願
う
こ
と
に
は
、
各
々
の
過
去
世
〔
に
お
い
て

生
み
育
て
て
く
れ
た
全
て
〕
の
父
母
、〔
過
去
世
か
ら
の
〕
永
き
に
わ
た
っ
て
怨
み
を
持
つ
者
や
親
し
い
者
、
す
べ
て
の
死
者

の
霊
魂
、
無
量
無
数
の
飢
餓
に
苦
し
む
も
の
に
手
向
け
て
ま
つ
り
、
す
べ
て
み
な
迷
い
の
世
界
を
抜
け
出
し
て
、
と
も
に
覚
り

の
路
に
登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。

　

世
界
中
の
、
そ
し
て
過
去
・
現
在
・
未
来
と
い
う
三
世
の
一
切
の
諸
も
ろ
の
仏
が
た
よ
、
諸
も
ろ
の
尊
き
菩
薩
が
た
や
修
行

者
た
ち
よ
、
偉
大
な
る
完
成
さ
れ
た
最
高
の
智
慧
よ
。〔
こ
の
功
徳
が
成
就
し
ま
す
よ
う
に
。〕

＊

（
1
）	

上
来
＝
訳
注
③
「
尊
宿
山
頭
念
誦
」
の
注
（
12
）「
上
来
」
条
を
参
照
。

（
2
）	

称
揚
＝
訳
注
③
「
尊
宿
山
頭
念
誦
」
の
注
（
13
）「
称
揚
」
条
を
参
照
。

（
3
）	

聖
号
＝
訳
注
③
「
尊
宿
山
頭
念
誦
」
の
注
（
14
）「
聖
号
」
条
を
参
照
。

（
4
）	

課
持
＝
本
訳
注
「
山
門
施
食
会
（
盂
蘭
盆
会
）
回
向
」
の
注
（
20
）
を
参
照
。

（
5
）	

祕
呪
＝
「
秘
密
呪
」
の
こ
と
。
訳
注
④
「
普
回
向
①
」
の
注
（
4
）「
楞
厳
秘
密
呪
」
条
を
参
照
。

（
6
）	

諷
誦
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
12
）「
諷
誦
」
条
を
参
照
。

（
7
）	

功
徳
＝
訳
注
③
「
荼
毘
回
向
」
の
注
（
4
）「
功
徳
」
条
を
参
照
。

（
8
）	

至
聖
＝
訳
注
④
「
祠
堂
回
向
」
の
注
（
6
）「
至
聖
」
条
を
参
照
。

（
9
）	

資
薦
＝
本
訳
注
「
山
門
施
食
会
（
盂
蘭
盆
会
）
回
向
」
の
注
（
41
）
を
参
照
。

（
10
）	

多
生
＝
本
訳
注
「
山
門
施
食
会
（
盂
蘭
盆
会
）
回
向
」
の
注
（
42
）
を
参
照
。
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（
11
）	

父
母
＝
本
訳
注
「
山
門
施
食
会
（
盂
蘭
盆
会
）
回
向
」
の
注
（
43
）
を
参
照
。

（
12
）	

歴
劫
＝
本
訳
注
「
山
門
施
食
会
（
盂
蘭
盆
会
）
回
向
」
の
注
（
44
）
を
参
照
。

（
13
）	

寃
親
＝
本
訳
注
「
山
門
施
食
会
（
盂
蘭
盆
会
）
回
向
」
の
注
（
45
）
を
参
照
。

（
14
）	
幽
霊
＝
本
訳
注
「
山
門
施
食
会
（
盂
蘭
盆
会
）
回
向
」
の
注
（
46
）
を
参
照
。

（
15
）	
河
沙
＝
本
訳
注
「
山
門
施
食
会
（
盂
蘭
盆
会
）
回
向
」
の
注
（
47
）
を
参
照
。

（
16
）	

餓
鬼
＝
本
訳
注
「
山
門
施
食
会
（
盂
蘭
盆
会
）
回
向
」
の
注
（
46
）
を
参
照
。

（
17
）	

衢
＝
本
訳
注
「
山
門
施
食
会
（
盂
蘭
盆
会
）
回
向
」
の
注
（
49
）
を
参
照
。

（
18
）	

覚
路
＝
訳
注
①
「
龕
前
念
誦
」
の
注
（
8
）「
薦
清
魂
於
覚
路
」
を
参
照
。

（
19
）	

十
方
三
世
一
切
諸
仏
…
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
＝
訳
注
①
「
鎖
龕
［
起
龕
］
仏
事
」
の
注
（
4
）「
十
方
三
世
一
切
諸
仏
…
摩
訶
般
若

波
羅
蜜
」
条
を
参
照
。

達 

磨 

忌 

回 

向（
一
）

（『
臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
第
二
巻
「
年
分
諷
経
」p.226

～

‌
229

、『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
一
・
諸
回
向
之
部
「
達
磨
忌
宿
忌
半

斉
」30a･T81-634a

～b

、『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
下
「
達
磨
忌
回
向
」T81-716c

・「
禅
文
化
本
」p.184

～185/p.316a

～b

、「
江
湖
法
式
梵
唄
抄
」p.184

～

‌
185

）

　

浄（
１
）法

界
身
本
無
出
没
、
大（

２
）悲

願（
３
）力

示（
４
）有

去（
５
）来（

二
）。

　
　

仰
冀
真（

６
）慈

、
俯
垂
昭（

７
）鑑

。
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山（
８
）門（

三
）今
月
初
五
日
伏
値
、
初（

９
）祖

菩
提
達
磨
円
覚
大
師
大
和
尚
、
示

（
（1
（

寂
之
辰（
四
）。

虔
備
香

（
（1
（

華
灯
燭
、
茶
菓
珍

（
（1
（

饈（
五
）、
以
伸
供
養
。

仍
集
合

（
（1
（

山
比
丘
衆
同
音
諷

（
（1
（

誦
。

大
仏
頂
万
行
首
楞
厳
神
呪
、
所
集
殊

（
（1
（

勳
、
上

（
（1
（

酬
慈
蔭
、
伏
願
。

不
捨
悲

（
（1
（

心
、
憫
三

（
（1
（

界
六
凡
之
衆
、
再
来
末

（
（1
（

世（
六
）、
現
一

（
（2
（

花
五
葉
之
春
。

十
（
（2
（

方
三
世
一
切
諸
仏
、
諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
、
摩
訶
般
若
波
羅
蜜（
七
）。

宿
忌
の
場
合
は
、「
示
寂
之
辰
」
の
次
に
、「
預
於
斯
晩
」（
預
め
斯
の
晩
に
於
い
て
）
を
加
え
、「
茶
菓
珍
饈
」
を
「
茶
湯
之
儀
」（
茶
湯

の
儀
）
に
改
め
、「
同
音
」
を
除
く
。

（
一
）
達
磨
忌
回
向
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
で
は
「
達
磨
忌
宿
忌
半
斉
」
に
作
り
、
さ
ら
に
割
り
注
の
形
で
、「
十
月
初
五
日
塔
頭
用
之
本

寺
皆
用
疏
」
の
十
四
字
が
入
る
。『
小
叢
林
略
清
規
』
で
は
「
達
磨
忌
回
向
」
に
作
り
、
さ
ら
に
割
り
注
の
形
で
「
十
月
五
日
」
の
四
字

が
入
る
。　
（
二
）『
諸
回
向
清
規
式
』
で
は
「
示
現
去
来
」
に
作
る
。　
（
三
）
山
門
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』・『
小
叢
林
略
清
規
』
と
も

に
「
某
門
」
に
作
る
。　
（
四
）
示
寂
之
辰
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
で
は
「
示
寂
之
辰
」
に
続
き
、
割
り
注
の
形
で
「
預
於
斯
晩
宿
忌
用

之
」
の
八
字
が
入
る
。　
（
五
）
菓
珍
饈
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
で
は
「
湯
之
儀
」
と
「
菓
珍
饈
」
を
併
記
す
る
。　
（
六
）
末
世
＝
『
諸

回
向
清
規
式
』
で
は
「
未
世
」
に
作
る
。　
（
七
）
十
方
三
世
…
…
＝
『
小
叢
林
略
清
規
』
で
は
「
十
方
云
云
」
と
し
、
回
向
文
を
挙
げ

た
後
、「
宿
忌
示
寂
之
辰
下
加
預
於
斯
晩
茶
菓
珍
饈
為
茶
湯
之
儀
除
同
音
両
字
」
を
追
記
す
る
。

＊

　

浄じ
よ
う

法ほ
つ

界か
い

の
身し

ん

、
本も

と

、
出し

ゆ
つ
ぼ
つ
な

没
無
し
、
大だ

い

悲ひ

の
願が

ん

力り
き

、
去こ

来ら
い

有あ

る
こ
と
を
示し

め

す
。

　
　

仰あ
お

ぎ
冀

こ
い
ね
がわ

く
ば
、
真し

ん

慈じ

、
俯ふ

し
て
昭

し
よ
う
か
ん鑑

を
垂た

れ
た
ま
え
。
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山さ
ん

門も
ん

今こ
ん

月げ
つ

初し
よ

五ご

日に
ち

、
伏ふ

し
て
初し

ょ

祖そ

菩ぼ

提だ
い

達だ
る

磨ま

円え
ん

覚が
く

大だ
い

師し

大だ
い

和お

尚し
ょ
う示じ

寂じ
や
くの

辰し
ん

に
値お

う
。

虔う
や
う
やし

く
香こ

う

華げ
と
う
し
よ
く

灯
燭
、
茶さ

菓か
ち
ん
し
ゆ
う

珍
饈
を
備そ

な

え
、
以も

つ

て
供く

養よ
う

を
伸の

ぶ
。

仍よ

っ
て
合が

つ

山さ
ん

の
比び

丘く

衆し
ゆ

を
集あ

つ

め
、
同ど

う

音お
ん

に
大

だ
い
ぶ
つ
ち
よ
う

仏
頂
万ま

ん 

行ぎ
よ
う 

首し
ゆ

楞り
よ
う
ご
ん
じ
ん
し
ゆ

厳
神
呪
を
諷ふ

誦じ
ゆ

す
。

集あ
つ

む
る
所と

こ
ろの

殊し
ゆ

勲く
ん

は
、
上か

み

、
慈じ

蔭い
ん

に
酬む

く

い
ん
こ
と
を
。

伏ふ

し
て
願ね

が

わ
く
ば
、
悲ひ

心し
ん

を
捨す

て
ず
、
三さ

ん

界が
い

六ろ
く

凡ぼ
ん

の
衆し

ゆ

を
憫あ

わ
れん

で
、
再ふ

た
たび

末ま
つ

世せ

に
来き

た
っ
て
、
一い

つ

花け

五ご

葉よ
う

の
春は

る

を
現あ

ら

わ
し
た
ま

わ
ん
こ
と
を
。

十じ
っ

方ぽ
う

三さ
ん

世ぜ

一い
っ

切さ
い

の
諸し

ょ

仏ぶ
つ

、
諸し

ょ

尊そ
ん

菩ぼ

薩さ
つ

摩ま

訶か

薩さ
つ

、
摩ま

訶か

般は
ん

若に
ゃ

波は

羅ら

蜜み
つ

。
＊

　

浄き
よ

ら
か
な
法
界
に
お
け
る
こ
の
身
は
、
も
と
よ
り
〔
生
死
を
〕
出
た
り
入
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
い
な
る
慈

悲
の
願
力
（
＝
衆
生
を
救
済
し
よ
う
と
願
う
仏
祖
の
は
た
ら
き
）
は
、〔
生
死
の
〕
往
来
が
〔
仮
有
仮
滅
と
い
う
現
象
と
し
て
〕
あ

る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

仏
祖
の
慈
悲
も
て
、
ど
う
か
〔
わ
た
し
た
ち
を
〕
ご
照
覧
く
だ
さ
い
。

　

当
山
で
は
、
今
月
の
五
日
、
初
祖
菩
提
達
磨
円
覚
大
師
大
和
尚
が
亡
く
な
ら
れ
た
時
を
迎
え
ま
し
た
。〔
敬
意
を
込
め
て
〕

恭う
や
う
やし

く
香
・
華
・
灯
燭
・
茶
・
菓
子
・
ご
馳
走
を
供
え
、
供
養
い
た
し
ま
す
。
そ
こ
で
こ
の
寺
に
住
む
す
べ
て
の
僧
侶
ら
を

集
め
て
、
声
を
そ
ろ
え
て
『
大
仏
頂
万
行
首
楞
厳
神
呪
』
を
お
唱
え
し
ま
す
。〔
こ
う
し
た
供
養
に
よ
っ
て
〕
集
め
た
す
ば
ら

し
い
功
徳
は
、〔
大
師
の
〕
慈
悲
に
酬む

く

い
奉
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
伏
し
て
願
う
こ
と
に
は
、〔
大
師
に
お
か
れ
ま
し
て
は
〕
慈

悲
の
心
を
捨
て
ず
、〔
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
の
〕
三
界
の
う
ち
で
六
道
を
彷
徨
う
生
き
と
し
生
け
る
も
の
た
ち
を
憐
れ
み
、

再
び
末
法
の
時
代
に
生
ま
れ
来
た
っ
て
、
か
つ
て
禅
宗
の
教
え
が
花
開
い
た
よ
う
に
、
仏
の
正
法
が
花
開
く
春
〔
の
よ
う
な
す
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ば
ら
し
い
隆
盛
〕
を
も
た
ら
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
。
世
界
中
の
、
そ
し
て
過
去
・
現
在
・
未
来
と
い
う
三
世
の
一
切
の

諸
も
ろ
の
仏
が
た
よ
、
諸
も
ろ
の
尊
き
菩
薩
が
た
や
修
行
者
た
ち
よ
、
偉
大
な
る
完
成
さ
れ
た
最
高
の
智
慧
よ
。〔
こ
の
功
徳

が
成
就
し
ま
す
よ
う
に
。〕

＊

（
1
）	

浄
法
界
身
本
無
出
没
＝
「
浄
法
界
」
は
「
清
浄
法
界
の
略
。
真
如
を
指
し
て
い
う
」、「
浄
法
界
身
」
に
つ
い
て
は
「『
本
無
出

没
』
と
二
句
一
連
と
し
て
仏
祖
回
向
文
に
用
い
ら
れ
る
。
清
浄
な
る
法
界
の
身
。
仏
祖
の
法
身
は
平
等
常
住
で
生
死
出
没
の
な
い
こ

と
を
い
う
」（『
禅
学
』p.585

）。『
勅
修
百
丈
清
規
』
巻
二
「
報
本
章
第
三
」
章
・「
仏
成
道
涅
槃
」
条
に
は
、「
成
道
会
」
に
お
い

て
、「
維
那
仏
に
白
し
て
云
く
、『
正
覚
山
前
睹
明
星
而
悟
道　

大
千
界
内
揭
慧
日
以
流
煇
』
と
疏
を
宣
べ
畢
り
て
、
諷
経
、
回
向

（
維
那
白
仏
云
、
正
覚
山
前
睹
明
星
而
悟
道　

大
千
界
内
揭
慧
日
以
流
煇　

宣
疏
畢
、
諷
経
、
回
向
）」、「
涅
槃
会
」
に
お
い
て
、

「
維
那
仏
に
白
し
て
云
く
、『
浄
法
界
身
本
無
出
没　

大
慈
願
力
示
有
去
来
』
と
疏
を
宣
べ
畢
り
て
、
諷
経
、
回
向
（
維
那
白
仏
云
、

浄
法
界
身
本
無
出
没　

大
慈
願
力
示
有
去
来　

宣
疏
畢
、
諷
経
、
回
向
）」（T48-1116a

～b

）
と
あ
る
。
同
じ
く
『
勅
修
百
丈
清

規
』
巻
二
「
報
本
章
第
三
」
章
・「
百
丈
忌
」
条
に
、「
初
夜
、
回
向
」
と
し
て
「
浄
法
界
身
本
無
出
没　

大
悲
願
力
示
有
去
来
。
仰

冀
慈
悲
俯
垂
昭
鑑
…
…
」（T48-1118b

）
と
あ
り
、「
涅
槃
会
」・「
百
丈
忌
」
の
際
に
唱
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、

『
円
悟
仏
果
禅
師
語
録
』
巻
二
に
、「
上
堂
し
て
云
く
、『
本
来
是
れ
仏
、
成
と
不
成
と
無
く
、
正
体
湛
然
。
出
と
不
出
を
離
れ
、
本

分
事
上
に
直
得
す
、
万
里
片
雲
無
し
、
猶
お
未
だ
放
過
す
べ
か
ら
ず
、
更
に
什
麼
の
諸
余
を
説
か
ん
。
其
れ
或
い
は
機
に
随
い
て
且

く
箇
の
出
世
と
不
出
世
を
論
ず
。
所
以
に
道
う
、「
浄
法
界
の
身
、
本
、
出
没
無
し
、
大
悲
の
願
力
、
生
を
受
く
る
を
示
現
す
」
と
。

且
く
道
え
、
釈
迦
老
子
即
ち
今
什
麼
の
処
に
か
在
る
。
只
だ
知
る
、
事
の
目
前
を
過
ぐ
る
を
逐
う
、
覚
せ
ず
、
老
い
て
頭
上
よ
り
来

た
る
を
』
と
。
下
座
（
上
堂
云
、
本
来
是
仏
、
無
成
不
成
、
正
体
湛
然
。
離
出
不
出
、
本
分
事
上
直
得
、
万
里
無
片
雲
、
猶
未
可
放

過
、
更
説
什
麼
諸
余
。
其
或
随
機
且
論
箇
出
世
不
出
世
。
所
以
道
、
浄
法
界
身
本
無
出
没
、
大
悲
願
力
示
現
受
生
。
且
道
、
釈
迦
老

子
即
今
在
什
麼
処
。
只
知
、
事
逐
眼
前
過
、
不
覚
、
老
従
頭
上
来
。
下
座
）」（T47-719b

）
と
あ
り
、
ほ
ぼ
同
じ
文
が
見
え
る
。
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（
2
）	

大
悲
＝
「
梵
／
巴m

aha-karu ṇa　

偉
大
な
る
慈
悲
。
衆
生
の
苦
を
救
済
す
る
仏
菩
薩
の
大
慈
悲
心
を
い
う
。」（『
禅
学
』p.814

）。

（
3
）	

願
力
＝
『
織
田
』
に
よ
れ
ば
「
誓
願
の
力
」（p.369

）。
ち
な
み
に
『
中
村
』
は
「
大
悲
願
力
」
と
し
て
「
一
切
衆
生
を
救
済
し

よ
う
と
い
う
大
慈
悲
の
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
」
と
解
釈
し
て
い
る
（p.927

）。

（
4
）	
示
＝
「
人
に
つ
げ
て
知
ら
せ
る
。
人
に
見
せ
る
。
は
っ
き
り
表
す
。
教
え
る
。
導
く
」（『
漢
辞
海
』p.1025

）。

（
5
）	
去
来
＝
「
行
く
こ
と
と
去
る
こ
と
。
往
来
。
生
じ
滅
す
る
こ
と
。
物
を
得
る
こ
と
と
失
う
こ
と
」（『
禅
学
』p.234

）。

（
6
）	

真
慈
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
4
）「
真
慈
」
条
を
参
照
。

（
7
）	

昭
鑑
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
5
）「
照
鑑
」
条
を
参
照
。

（
8
）	

山
門
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
23
）「
山
門
」
条
を
参
照
。

（
9
）	

初
祖
菩
提
達
磨
円
覚
大
師
＝
ま
た
「
達
磨
忌
」
と
し
て
「
達
磨
大
師
の
忌
日
で
あ
る
十
月
五
日
に
、
禅
宗
寺
院
で
行
わ
れ
る
法

会
」（『
中
村
』p.937
）。「
初
祖
菩
提
達
磨
」
に
つ
い
て
、『
仏
祖
統
紀
』
巻
二
十
九
「
諸
宗
立
教
志
第
十
三
」
章
・「
達
磨
禅
宗
」

条
に
「
初
祖
達
磨
円
覚
禅
師　

二
祖
慧
可
大
祖
禅
師
禪
師　

三
祖
僧
璨
鏡
智
禅
師　

四
祖
道
信
大
医
禅
師　

五
祖
弘
忍
大
満
禅
師　

六
祖
慧
能
大
鑑
禅
師　

直
指
人
心
、
見
性
成
仏
、
至
れ
る
か
な
。
斯
れ
吾
が
宗
の
觀
心
の
妙
旨
な
り
。
之
教
外
別
伝
と
謂
う
は
、
豈

に
果
た
し
て
此
れ
を
外
に
し
て
、
教
と
為
さ
ん
や
。
誠
に
此
の
道
心
を
以
て
宗
と
為
し
、
言
説
の
相
を
離
れ
る
に
由
る
、
故
に
、
強

い
て
此
の
方
便
の
談
を
為
す
の
み
。
然
ら
ず
ん
ば
、
何
を
以
て
楞
伽
を
出
示
し
て
教
を
覧
て
心
を
照
ら
し
め
ん
。
何
を
以
て
大
乗
の

入
道
教
に
籍
り
て
宗
を
悟
ら
ん
と
言
わ
ん
や
。
此
の
宗
に
同
じ
く
為
し
、
達
磨
禅
宗
志
を
撰
す
〈
教
を
覧
、
心
を
照
ら
す
は
本
志
に

見
ゆ
。
教
に
籍
り
て
宗
を
悟
る
は
、
達
磨
の
入
道
四
行
に
見
ゆ
〉。
初
祖
菩
提
達
磨
は
南
天
竺
の
香
至
王
子
な
り
（
初
祖
達
磨
円
覚

禅
師　

二
祖
慧
可
大
祖
禅
師
禪
師　

三
祖
僧
璨
鏡
智
禅
師　

四
祖
道
信
大
医
禅
師　

五
祖
弘
忍
大
満
禅
師　

六
祖
慧
能
大
鑑
禅
師　

直
指
人
心
、
見
性
成
仏
、
至
矣
哉
。
斯
吾
宗
観
心
之
妙
旨
也
。
謂
之
教
外
別
伝
者
、
豈
果
外
此
為
教
哉
。
誠
由
此
道
以
心
為
宗
、
離

言
説
相
、
故
、
強
為
此
方
便
之
談
耳
。
不
然
、
何
以
出
示
楞
伽
令
覧
教
照
心
耶
。
何
以
言
大
乗
入
道
藉
教
悟
宗
耶
。
為
同
此
宗
撰
達

磨
禅
宗
志
〈
覧
教
、
照
心
見
本
志
。
藉
教
悟
宗
、
見
達
磨
入
道
四
行
〉
初
祖
菩
提
達
磨
。
南
天
竺
香
至
王
子
）」（T49-290c

～

291a

）
と
あ
る
。「
円
覚
大
師
」
の
諡
に
つ
い
て
は
、『
禅
林
象
器
箋
』「
第
六
類　

称
呼
門
」
章
・「
大
師
」
条
に
、「『
伝
灯
録
』
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菩
提
達
磨
の
章
に
云
く
、『
師
化
縁
已
に
畢
り
、
伝
法
人
を
得
る
を
以
て
端
居
、
而
し
て
逝
す
。
即
ち
後
魏
の
孝
明
帝
、
太
和
十
九

年
、
丙
辰
の
歲
、
十
月
五
日
也
。
代
宗
〈
李
唐
の
第
九
主
〉
円
覚
大
師
と
諡
す
、
塔
に
空
観
と
曰
う
』
と
。『
釈
氏
要
覧
』
に
云
く
、

「
師
は
範
な
り
、
大
は
小
の
言
を
簡
ぶ
な
り
（
伝
灯
録
菩
提
達
磨
章
云
、
師
以
化
縁
已
畢
、
伝
法
得
人
端
居
而
逝
。
即
後
魏
孝
明
帝
、

太
和
十
九
年
、
丙
辰
歲
、
十
月
五
日
也
。
代
宗
〈
李
唐
第
九
主
〉
諡
円
覚
大
師
、
塔
曰
空
観
。
釈
氏
要
覧
云
、
師
範
也
、
大
簡
小
之

言
也
）」（
巻
五
・2a

）
と
あ
る
。「
初
祖
菩
提
達
磨
円
覚
大
師
」
は
、『
勅
修
百
条
清
規
』
巻
二
「
尊
祖
章
第
四
」
章
・「
達
磨
忌
」

条
の
「
上
来
念
誦
功
徳
。
奉
為
初
祖
菩
提
達
磨
円
覚
大
師
大
和
尚
。
上
酬
慈
蔭
。
十
方
三
世
一
切
云
云
」（T48-1118a

）
が
初
出

で
あ
る
。

（
10
）	

示
寂
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
6
）「
示
寂
」
条
を
参
照
。

（
11
）	

香
華
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
7
）「
香
華
」
条
を
参
照
。

（
12
）	

珍
饈
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
9
）「
珍
饈
」
条
を
参
照
。

（
13
）	

合
山
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
10
）「
合
山
」
条
を
参
照
。

（
14
）	

諷
誦
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
12
）「
諷
誦
」
条
を
参
照
。

（
15
）	

殊
勳
＝
訳
注
③
「
尊
宿
山
頭
念
誦
」
の
注
（
13
）「
殊
勳
」
条
を
参
照
。

（
16
）	

上
酬
慈
蔭
＝
訳
注
④
「
伝
燈
祖
師
回
向
」
の
注
（
6
）「
上
酬
慈
蔭
」
条
を
参
照
。

（
17
）	

悲
心
＝
訳
注
③
「
尊
宿
山
頭
念
誦
」
の
注
（
20
）「
悲
心
」
条
を
参
照
。

（
18
）	

三
界
六
凡
＝
『
禅
学
』
で
は
、「
六
凡
四
聖
」
＝
「
六
種
の
凡
夫
界
と
四
種
の
聖
人
界
。
六
凡
は
六
道
（
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・

修
羅
・
人
間
・
天
上
）
の
こ
と
。
四
聖
は
声
聞
・
縁
覚
・
菩
薩
・
仏
を
い
う
」（p.1320

）、
ま
た
「
三
界
六
道
」
＝
三
界
（
欲
界
・

色
界
・
無
色
界
）
と
六
道
」（p.389

）
と
あ
る
。『
楞
伽
阿
跋
多
羅
宝
経
註
解
』
巻
四
に
、「
大
慧
よ
、
略
し
て
心
・
意
・
意
識
及
び

習
気
を
説
く
に
、
是
れ
五
受
陰
の
因
な
り
。
是
の
心
・
意
・
意
識
・
習
気
は
、
凡
と
愚
、
善
と
不
善
の
妄
想
を
長
養
す
。
略
し
て
説

く
は
、
下
に
広
説
に
対
し
て
言
う
な
り
。
心
識
・
習
気
は
乃
ち
生
死
の
因
、
五
陰
は
乃
ち
生
死
の
果
な
り
。
心
識
・
習
気
の
長
養
す

る
こ
と
を
を
了
ら
ざ
る
に
由
り
て
、
故
に
三
界
六
凡
、
有
漏
の
妄
想
刹
那
有
り
、
善
と
不
善
と
即
ち
三
善
三
悪
な
り
（
大
慧
、
略
説
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心
意
意
識
及
習
気
、
是
五
受
陰
因
。
是
心
意
意
識
習
気
、
長
養
、
凡
愚
、
善
不
善
、
妄
想
。
略
説
者
、
対
下
広
説
而
言
。
心
識
習
気

乃
生
死
之
因
、
五
陰
乃
生
死
之
果
。
由
不
了
心
識
習
気
長
養
、
故
有
三
界
六
凡
、
有
漏
妄
想
剎
那
。
善
不
善
即
三
善
三
惡
也
）」

（T39-419c

）
と
あ
る
。

（
19
）	
末
世
＝
「
末
法
の
世
を
い
う
」（『
禅
学
』p.1175

）、「
末
の
世
。
後
の
時
代
。
末
代
。
末
法
の
時
代
。
仏
法
の
衰
え
た
世
。
つ
ま

り
現
代
、
そ
の
当
時
を
い
う
」（『
中
村
』p.1283

）。

（
20
）	

一
花
五
葉
之
春
＝
『
禅
学
』
で
は
、「
一
華
」
＝
「
一
輪
の
花
。
仏
の
正
法
そ
の
も
の
、
ま
た
は
仏
性
現
成
そ
の
も
の
に
た
と
え

る
」
と
し
、
ま
た
「
一
華
開
五
葉
」
＝
「
達
磨
の
伝
法
偈
『
吾
本
来
弧
の
茲
土
、
伝
法
救
迷
情
、
一
華
開
五
葉
、
結
果
自
然
成
』、

古
来
、
達
磨
の
予
言
と
し
て
知
ら
れ
、
達
磨
か
ら
五
代
の
祖
師
を
経
て
禅
宗
の
教
え
が
花
開
く
と
も
、
あ
る
い
は
禅
宗
が
五
家
と
し

て
分
か
れ
て
、
そ
の
花
を
開
か
せ
る
で
あ
ろ
う
と
予
言
し
た
と
も
解
さ
れ
て
い
る
」（
と
も
にp.40

）
と
す
る
。「
一
華
五
葉
」
と

し
て
、『
鎮
州
臨
済
慧
照
禅
師
語
録
』
巻
一
「
臨
済
慧
照
玄
公
大
宗
師
語
録
序
」
に
「
薄
伽
梵
（
＝
仏
）『
正
法
眼
藏
涅
槃
妙
心
』
摩

訶
迦
葉
に
付
す
、
是
第
一
祖
た
り
、
二
十
八
祖
菩
提
達
磨
に
逮お

よ

び
て
、
十
方
三
世
諸
仏
の
密
印
を
提
し
て
震
旦
に
来
る
、
是
の
時
中

国
始
め
て
知
る
、
仏
法
に
教
外
別
伝
、
不
立
文
字
、
直
指
人
心
、
見
性
成
仏
の
有
る
こ
と
を
。
厥そ

の
後
、
優
鉢
羅
花
（
＝
蓮
華
）
時

に
出
現
し
、
芬ふ

ん

芳ぽ
う

（
＝
か
ん
ば
し
い
香
り
）、
馥ふ

く

郁い
く

（
＝
香
り
の
よ
い
さ
ま
）、
一
華
五
葉
、
香
風
地
に
匝み

ち

る
、
宝
色
は
天
を
照
ら
し
、

各
無
量
の
光
明
を
放
ち
、
大
千
世
界
を
輝
映
す
（
薄
伽
梵
「
正
法
眼
蔵
涅
槃
妙
心
」
付
摩
訶
迦
葉
、
是
為
第
一
祖
、
逮
二
十
八
祖
菩

提
達
磨
、
提
十
方
三
世
諸
仏
密
印
而
来
震
旦
、
是
時
中
国
始
知
、
仏
法
有
教
外
別
伝
、
不
立
文
字
、
直
指
人
心
、
見
性
成
仏
。
厥
後
、

優
鉢
羅
花
於
時
出
現
、
各
放
無
量
光
明
、
輝
映
大
千
世
界
）」（T47-495a

～b

）
と
あ
り
、『
禅
宗
頌
古
連
珠
通
集
』
巻
六
に
は
、

「
廓
然
と
し
て
聖
無
し
、
全
身
を
露
わ
す
。
覿て

き

面
に
相
す
れ
ば
、
己
を
呈
し
津
を
隔
つ
。
梁
邦
並
び
に
魏
苑
問
う
こ
と
莫
れ
。
一
華

五
葉
自
然
に
春
な
り
（
廓
然
無
聖
露
全
身
。
覿
面
相
、
呈
己
隔
津
。
莫
問
梁
邦
並
魏
苑
。
一
華
五
葉
自
然
春
）」（X65-508a

）
と

あ
る
。

（
21
）	

十
方
三
世
一
切
諸
仏
…
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
＝
訳
注
①
「
鎖
龕
［
起
龕
］
仏
事
」
の
注
（
4
）「
十
方
三
世
一
切
諸
仏
…
摩
訶
般
若

波
羅
蜜
」
条
を
参
照
。
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仏 

成 

道 

会 

回 

向（
一
）

（『
臨
済
宗
勤
行
聖
典
』
第
二
巻
「
年
分
諷
経
」p.230

～

‌
233

、『
諸
回
向
清
規
式
』
巻
一
・
諸
回
向
之
部
「
仏
成
道
忌
半
斉
」

30b

～31a･T81-634b

、『
小
叢
林
略
清
規
』
巻
下
「
仏
成
道
会
回
向
」T81-716c

・「
禅
文
化
本
」p.185/p.316b

、「
江

湖
法
式
梵
唄
抄
」p.186

～

‌
187

）

　

大（
１
）円

満
覚
応
迹（

２
）西（
３
）乾（

二
）、
心
包
太（

４
）虚

量
周
沙（

５
）界

。

　
　

仰
冀
真（

６
）慈

、
俯
垂
昭（

７
）鑑

。

山（
８
）門（

三
）今
月
初
八
日
伏
値
、
本（

９
）師

釈
迦
如
来
大
和
尚
、
成

（
（1
（

道
之
辰
。

虔
備
香

（
（1
（

華
灯
燭
、
茶
菓
珍

（
（1
（

饈
、
以
伸
供
養
。

謹
集
合

（
（1
（

山
比
丘
衆
同
音
諷

（
（1
（

誦
。

大
仏
頂
万
行
首
楞
厳
神
呪
、
所
集
殊

（
（1
（

勳
、
上

（
（1
（

酬
慈
蔭
、
伏
願
。

色
（
（1
（

空
明

（
（1
（

暗
、
咸
宣
微

（
（1
（

妙
法

（
（2
（

音
、
蠢

（
（2
（

動
含
霊
、
共
証
智

（
（2
（

慧
徳

（
（2
（

相
。

十
（
（2
（

方
三
世
一
切
諸
仏
、
諸
尊
菩
薩
摩
訶
薩
、
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
。

（
一
）
仏
成
道
会
回
向
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
で
は
「
仏
成
道
忌
半
斉
臘
月
初
八
日
」
に
作
り
、『
小
叢
林
略
清
規
』
で
は
「
仏
成
道
回
向

十
二
月
八
日
」
に
作
る
。　
（
二
）
応
迹
西
乾
＝
『
諸
回
向
清
規
式
』
で
は
「
応
邇
西
乾
」
に
作
る
。　
（
三
）
山
門
＝
『
諸
回
向
清
規

式
』・『
小
叢
林
略
清
規
』
と
も
に
「
某
門
」
に
作
る
。

＊
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大だ
い

円え
ん

満ま
ん

覚か
く

、
迹あ

と

を
西さ

い

乾け
ん

に
応お

う

ず
、
心し

ん

は
太た

い

虚こ

を
包つ

つ

み
て
、
量り

よ
うは

沙し
や

界か
い

に
周あ

ま

ね
し
。

　
　

仰あ
お

ぎ
冀

こ
い
ね
がわ

く
ば
、
真し

ん

慈じ

、
俯ふ

し
て
昭

し
よ
う
か
ん鑑

を
垂た

れ
た
ま
え
。

山さ
ん

門も
ん

今こ
ん

月げ
つ

初し
よ

八は
ち

日に
ち

、
伏ふ

し
て
本ほ

ん

師し

釈し
や

迦か

如に
よ

来ら
い

大だ
い

和お
し
よ
う尚

成じ
よ
う
ど
う

道
の
辰し

ん

に
値お

う
。
虔

う
や
う
やし

く
香こ

う

華げ
と
う
し
よ
く

灯
燭
、
茶さ

菓か
ち
ん
し
ゆ
う

珍
饈
を
備そ

な

え
、
以も

つ

て
供く

養よ
う

を
伸の

ぶ
。
謹つ

つ
しん

で
合が

つ

山さ
ん

の
比び

丘く

衆し
ゆ

を
集あ

つ

め
、
同ど

う

音お
ん

に
大

だ
い
ぶ
つ
ち
よ
う

仏
頂
万ま

ん 

行ぎ
よ
う 

首し
ゆ

楞り
よ
う
ご
ん
じ
ん
し
ゆ

厳
神
呪
を
諷ふ

誦じ
ゆ

す
。
集あ

つ

む
る
所と

こ
ろの

殊し
ゆ

勲く
ん

は
、
上か

み

、
慈じ

蔭い
ん

に
酬む

く

い
ん
こ
と
を
。
伏ふ

し
て
願ね

が

わ
く
ば
、
色し

き

空く
う

明み
よ
う
あ
ん

暗
、
咸

こ
と
ご
とく

微み
み
よ
う妙

の
法ほ

う

音お
ん

を
宣の

べ
、
蠢

し
ゆ
ん
ど
う動

含が
ん

霊れ
い

、
共と

も

に
智ち

慧え

徳と
く

相そ
う

を
証し

よ
うせ

し
め
た
ま
わ
ん
こ
と
を
。

十じ
っ

方ぽ
う

三さ
ん

世ぜ

一い
っ

切さ
い

の
諸し

ょ

仏ぶ
つ

、
諸し

ょ

尊そ
ん

菩ぼ

薩さ
つ

摩ま

訶か

薩さ
つ

、
摩ま

訶か

般は
ん

若に
ゃ

波は

羅ら

蜜み
つ

。
＊

　

広
大
円
満
な
仏
の
悟
り
は
、
そ
の
す
が
た
を
イ
ン
ド
に
現
し
ま
し
た
。〔
仏
の
〕
心
は
大
い
な
る
虚
空
を
包
み
込
み
、
そ
の

広
大
な
心
の
は
た
ら
き
は
無
量
無
数
の
世
界
す
べ
て
に
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

仏
祖
の
慈
悲
も
て
、
ど
う
か
〔
わ
た
し
た
ち
を
〕
ご
照
覧
く
だ
さ
い
。

　

当
山
で
は
、
今
月
の
初
八
日
、
本
師
釈
迦
如
来
大
和
尚
が
覚
り
を
開
き
、
仏
と
な
ら
れ
た
時
を
迎
え
ま
し
た
。〔
敬
意
を
込

め
て
〕
恭

う
や
う
やし

く
香
・
華
・
灯
燭
・
茶
・
菓
子
・
ご
馳
走
を
供
え
、
供
養
い
た
し
ま
す
。
つ
つ
し
ん
で
こ
の
寺
に
住
む
す
べ
て
の

僧
侶
ら
を
集
め
て
、
声
を
そ
ろ
え
て
『
大
仏
頂
万
行
首
楞
厳
神
呪
』
を
お
唱
え
し
ま
す
。〔
こ
う
し
た
供
養
に
よ
っ
て
〕
集
め

た
す
ば
ら
し
い
功
徳
は
、
慈
し
み
に
満
ち
た
仏
恩
に
酬む

く

い
奉
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
伏
し
て
願
う
こ
と
に
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
事
物
事
象
が
、
こ
と
ご
と
く
、
言
葉
に
で
き
な
い
程
に
素
晴
ら
し
い
教
え
を
説
き
、
す
べ
て
の
い
き
も
の
に
共
に
智
慧
と
徳

相
（
＝
徳
を
そ
な
え
た
す
が
た
）
を
得
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。
世
界
中
の
、
そ
し
て
過
去
・
現
在
・
未
来
と
い
う
三

世
の
一
切
の
諸
も
ろ
の
仏
が
た
よ
、
諸
も
ろ
の
尊
き
菩
薩
が
た
や
修
行
者
た
ち
よ
、
偉
大
な
る
完
成
さ
れ
た
最
高
の
智
慧
よ
。
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〔
こ
の
功
徳
が
成
就
し
ま
す
よ
う
に
。〕

＊

（
1
）	
大
円
満
覚
＝
本
訳
註
「
仏
涅
槃
会
回
向
」
の
注
（
1
）
を
参
照
。

（
2
）	
迹
＝
本
訳
註
「
仏
涅
槃
会
回
向
」
の
注
（
2
）
を
参
照
。

（
3
）	

西
乾
＝
本
訳
註
「
仏
涅
槃
会
回
向
」
の
注
（
3
）
を
参
照
。

（
4
）	

太
虚
＝
本
訳
註
「
仏
涅
槃
会
回
向
」
の
注
（
4
）
を
参
照
。

（
5
）	

沙
界
＝
本
訳
註
「
仏
涅
槃
会
回
向
」
の
注
（
5
）
を
参
照
。

（
6
）	

真
慈
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
4
）「
真
慈
」
条
を
参
照
。

（
7
）	

昭
鑑
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
5
）「
照
鑑
」
条
を
参
照
。

（
8
）	

山
門
＝
訳
注
④
「
本
尊
回
向
」
の
注
（
23
）「
山
門
」
条
を
参
照
。

（
9
）	

本
師
＝
本
訳
註
「
仏
涅
槃
会
回
向
」
の
注
（
9
）
を
参
照
。

（
10
）	

成
道
＝
「
成
仏
得
道
の
意
。
道
は
菩
提
の
旧
訳
。
菩
提
を
完
成
し
て
仏
と
な
る
こ
と
。
成
仏
・
得
仏
・
得
道
・
成
正
覚
と
も
。
成

道
は
一
般
的
意
味
で
あ
る
が
、
特
に
釈
尊
が
菩
提
樹
下
で
十
二
月
八
日
に
さ
と
り
を
得
て
、
仏
と
な
っ
た
こ
と
を
い
う
」（『
禅
学
』

p.573

）。
ま
た
、「
成
道
会
」
と
し
て
「
釈
尊
成
道
日
に
行
う
法
会
。
臘
八
会
。
そ
の
成
道
の
月
日
に
つ
い
て
は
、
異
説
が
あ
り
、

南
方
仏
教
で
は
、
降
誕
・
成
道
・
入
滅
を
す
べ
て
ヴ
ェ
ー
サ
ー
カ
月
の
満
月
の
日
（
大
体
五
月
の
初
め
頃
）
と
し
、
中
国
や
日
本
で

も
、
成
道
は
二
月
八
日
説
・
三
月
八
日
説
・
三
月
十
五
日
説
・
四
月
八
日
説
・
五
月
八
日
説
な
ど
が
あ
っ
て
一
致
し
な
い
が
、
禅
家

で
は
十
二
月
八
日
を
成
道
日
と
し
、
こ
の
日
に
成
道
会
を
行
う
こ
と
が
宋
代
頃
か
ら
行
わ
れ
、
こ
の
風
習
が
、
近
代
日
本
で
は
、
仏

教
各
宗
に
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」（『
禅
学
』p.573

～

‌
574

）
と
す
る
。

（
11
）	

香
華
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
7
）「
香
華
」
条
を
参
照
。

（
12
）	

珍
饈
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
9
）「
珍
饈
」
条
を
参
照
。
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（
13
）	

合
山
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
10
）「
合
山
」
条
を
参
照
。

（
14
）	

諷
誦
＝
訳
注
③
「
祖
師
遠
忌
回
向
」
の
注
（
12
）「
諷
誦
」
条
を
参
照
。

（
15
）	

殊
勳
＝
訳
注
③
「
尊
宿
山
頭
念
誦
」
の
注
（
13
）「
殊
勳
」
条
を
参
照
。

（
16
）	
上
酬
慈
蔭
＝
訳
注
④
「
伝
燈
祖
師
回
向
」
の
注
（
6
）「
上
酬
慈
蔭
」
条
を
参
照
。

（
17
）	
色
空
＝
「
色
と
空
。
有
と
無
。
存
在
と
非
存
在
。
色
即
空
の
意
で
、
色
が
空
で
あ
る
こ
と
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
が
無
自
性
で
あ
る
こ

と
」（『
禅
学
』p.420

）。

（
18
）	

明
暗
＝
「
明
と
暗
。
明
は
差
別
の
現
象
で
、
偏
位
を
示
し
、
暗
は
平
等
の
理
体
で
、
正
位
を
示
す
」（『
禅
学
』p.1215

）、「
明
と

闇
。
明
る
さ
と
暗
さ
。
光
と
影
」（『
中
村
』p.1306

）。

（
19
）	

微
妙
＝
訳
注
④
「
開
経
偈
」
の
注
（
1
）「
微
妙
」
条
を
参
照
。

（
20
）	

法
音
＝
「
説
法
の
声
。
の
り
の
声
。
仏
菩
薩
な
ど
の
説
法
の
音
声
」（『
禅
学
』p.1121

）、「
読
経
の
声
」（『
中
村
』p.1229

）。

（
21
）	

蠢
動
含
霊
＝
「
蠢
動
は
う
ご
め
き
動
く
、
含
霊
は
生
き
も
の
。
転
じ
て
一
切
の
生
物
を
総
称
し
て
い
う
」（『
禅
学
』p.521

）。

（
22
）	

智
慧
＝
「
事
物
の
実
相
を
照
ら
し
、
惑
い
を
断
っ
て
、
さ
と
り
を
完
成
す
る
は
た
ら
き
。
物
事
を
正
し
く
と
ら
え
、
真
理
を
見
き

わ
め
る
認
識
力
。
叡
智
（
英
知
）。
真
実
の
智
慧
。
智
と
慧
。
こ
の
場
合
に
は
、
慧
は
、
さ
と
り
を
導
く
も
の
、
さ
と
り
に
お
い
て

現
れ
る
も
の
。
智
は
、
世
の
中
に
向
か
っ
て
発
現
す
る
も
の
、
差
別
・
相
対
の
世
界
に
お
い
て
は
た
ら
く
も
の
で
あ
る
」（『
中
村
』

p.950

）。

（
23
）	

徳
相
＝
「
仏
の
す
ぐ
れ
た
す
が
た
」（『
中
村
』p.1021
）。

（
24
）	

十
方
三
世
一
切
諸
仏
…
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
＝
訳
注
①
「
鎖
龕
［
起
龕
］
仏
事
」
の
注
（
4
）「
十
方
三
世
一
切
諸
仏
…
摩
訶
般
若

波
羅
蜜
」
条
を
参
照
。

（
篠
塚
純
海
）


